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半

E

芳

場
・

・

（

小

久

保

満

治
:
・

（

新
温
縣
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一S一要因
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の
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保
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・
・
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動 七 十 三 第 年 十 第

す

る
加

き
-

購
化
，0
-一
金
細

、一一一一一一m
、池
a
、止
金
:

綱
の
代
用
と
し
て
木
製

格
子
を
使
用
す
る
如
き

（解
化
，0-
:一
金

一一，の代
り
に
木
製
格
子
， -

一
，
l-
使
用

せ
る
は
明
治
一二
-
年
代
に

-

」に使
用
せ
し
所
あ
-l-

）央
々
一
，一夫
考
究

す
る
に
於
て
--
何

一-・--か
の
方
法
が
有
る
の
で
あ
る

。又
本
材
の
使
用

は
華
に
規
正
を
受
け
て
な
い
と
し
て
も
此
の
場
合
械
力
使
用
節
約
を

同
る
要
あ
る
に

依

）
l

）之
亦

一一一一一府一を
要
す
る
c

例
へ
ば
養
一m一一一m
'．
用
の
日

種
板
の
如
き
は
年
・一一各
解
化
場
に
於
て
相

常
数

一--の補
，1:-
-
-

，--一
要
す

る

の
で
あ
る
が
之
は
一・一一一一m一油
底
に

一一一一一利
一M
石
を
一理:一…
に

配
一置
し
て
解
化

-
前
の
那
子
を
理
:
・

、
す
る
と
か
或
は
池
の
f--
確
に
・一一一，，取
の
照
場

所
を

一通
つ
て

之
に

仔a

-

，r 1
，．-一
入
ら
し
む
る
と
か
の
方
法
も
-e
良
か
ら
ぅ
と

一…u
ふ
o

ulil-
数

に
注
意
一r
要
」．

，る
一…一 :・は
-
-
-

r
:

代
用
品
の
使
用
に
'

M一一一っ
て
…

通
分

の
解
化

一一一一の
一:-一一一lM
は
，%
:

．
レ

得
な
い
の（;-
あ
る
が

、
之
は
-u
む
:li一
得
な

い
と
し
て

之
を
幾
分
な
り
と
も
一一一一一和
す
る
こ
と
に

械
力
一
地
む
る
と
共

l
一
1

に

採
那
数
の

一一 :-一賀
一M:
加
を
同
つ
て
總
放
流
数
を
多
く
し
以
て
洞

一一一一 :

数

の
一Mu

一を
一，，-
ll-
す

べ
き
で
あ
る
と
一…u
ふ
o

三
、
相
型
躍a
擦
の
排
除
と
協
力

一致
の
必
-

要

嘛
化
--l-
業
の
:

=
的
-

」
:
難一一雄
增
加
を
同
り
て
，m
-

一一一一一一經
一M-一一を
安
定
な
ら

し
め
以
て
国
一仕一を
一一一す
る
に
在
る
か
ら
漁
業
者
の
-llf
利
增
進
が
第

一

義
で
あ
る

。而
し
て
斯
---
、
に

開
係
を
有
す
る
地
方

，
-一 :-一の
協
力
も
亦
欠

く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
o

然
ら
ば
:
ル一一一用
，-
が
互
に
相
反
目
し
相

劃
す
る
が
如
き
一一?有
つ
て
は
な
ら
な
い

。
解
化
事
業
・一一一・一
行
ふ
者

一n一一-H
此

心
懸
け
が
---
要
で
．
-

，:

る
し
文
．

地
方

，「の
指
，:--一者
も
之
-
-
-
-

:
一
体
し
て

解
化

事
業
に

協
力
・

-
・一=
l:
ま
ざ
ら
ん
事
を
望
む
o

本
適
の
解
化
一ut
-

一業
は
=
''--一協
力
に
依
る
事
業
で
あ
る
か
ら
此
の
難

を
-i
特
一一一一一一一一一一し時
局
下
に
於
、け
る
一一一一・一M一一一致
の
大
方
針
に

添
ふ
事
を

一-
る
次
第
で
あ
る
c

鮭
の
地
方
的
習
性
-:-
遺
傳
す
る
か
‘-，・

9

難
難
町
M

小

久

保

清

治

:

難
の
習
性
が
地
方
的
に
．
、つ
ま
り
河
川
に
よ
つ
て
異
な
る
事
の
あ

る
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
で
あ
る
が
-

此
の
地
方
的
習
性
は
遼
傳
性

の
も
の
で
あ
る
か
否
か

、
即
ち
他
所
の
川
に

移
殖
さ
れ
て
も

、も
と

の
河
に
於
け
る
習
性
を
あ
ら
は
す

か
否
か
と
一一一一一一一事
は

、陸
の
生
態

學
か
ら

、又
水
産
的
方
面
か
ら

一願
る
興
味
の
あ
る
事
で
あ
る
o

此
の
間
題
に

就
て
近
來
ホ

ワ
イ
ト

及
ハ

ン
ツ

マ

ン

博
士
の
責
驗
結

果
が
發
表
さ
れ
た
o

（'1-
'一一一'rE

-II

．

C

，
．，-
一;
'一'
，
．
-

一A
N
-

A
・
G
・
1
9
3
8
-

Ils
loca

一一）cha
v
i
ou
r

i

n
s
:

a
lm
on

一一cr i
t
a
-

） l
c

．
o

．-o
u
r

．F
i

s
一一．

R
c
s

．

E
oa
r（

-C
a
n
a

（-a

．--
〇

一
．4-
N
0

．--
P
-

）
l

-
l

S

）一用
一一 :-一の
研

究
は
ヵ
ナ

ダ
大
西
一一一一一・一-
，
r
の
一一
ュ
ー

プ
ラ
ン
ス

ウ

イ
ク

州
の
川
で
行
は

れ
た
も
の
で
あ
る

。一一一一ち
同
地
方
の
チ
ヤ
ー

一
イ
ーll9
に
注
ぐ
レ

ス
チ

一ク

ー

チ

川
で
と
れ
る
一E
i

は

、一一一一一が
一一一fa期で
年
齢
は
二
海
一一一一-・
及
び
三
海
年

で
あ
る
が
、
之
を

一
一ル・L三
二
年
に

フ

ア

ン

一テ
I
湖
の
典
の
ア
ッ
プ
ル

川
に

移
取
し
た

。此
の
川
の
本
來
の
一一一一一一一 :-一一一一期 :-

n
一M一一で
年
・

1f
は
凡
て

二
海
年
で
あ
る
か
ら
明
か
に

移
一M
1

:

-一一一と
は
習
性
的
に

連
ふ

の
で
あ

る
oさ

て

一一一一一m-一一一一 j
は

一
-・L三
四
年
ま
で
の
ス

モ
ル

ト

時
代

、河
川
時
代

）

を
ァ
ツ
プ
ル

川
で
養
は
れ

（こ
れ
ま
---
の
河
年
は
一
源
年
と
は
z整
然
別

に
考
へ
る

）
一
l・一三
四
年
の
正
・ハ
月
に

脂
一M
-

一一f一
切
断
し
た
上
で
始
め

て
:
l

一一一流さ
れ
た
の
で
あ
る
が

、
営
時
ま
で
に
，一一，，川' :

1

E一の
方
は
土
一・一・-一m
-

に

く
ら
ぺ
て
成
長
が
非
常
に
よ
か
つ
た
o

そ
し
て

．一一一一一流
営
時
降
雨
の

あ
つ
た
た
め
放
流
魚
は
勢
よ
く
海
に

降
つ
た
'一一E一一--iし
て
認

一
一儿1lL
三
五

年
に
注
意
し
て
漁
獲
を
行
-
と

，
秋
に

"し
十
八
尾
の
標
識
一m
一が
二
年

生
と
し
て
洞
的
し
、
更
に
望

一
九
一一
ハ
年
に
は
や
は
1-

'秋
に
三
年
生

と
し
て
六
尾
が
洞
時
し
た

。

即
ち
以
上
に
よ
る
と
一一 :一一一に
洞
歸
す

る
と
一一一，-一移
破
前
の
一一一一一'-- ::

:

-
-

，
．即

ち
性
川
に
於
け
フ

習
性
は
央
は
れ
て
-

0
る
事
が
わ
か
る

。
た
'，
-

一
年
齢

が
二
年
及
一一～）
三
年
で
あ
る
事
は
僅
に

も
と
の
性
質
を
示
し
て

は

居

る
が

、
大
体
に

於
て
移
取
さ
れ
た
川
に

通
應
し
て
來
て

-b
る

事
が

わ
か
る

。
こ
れ
に

よ
/-

て
'田
氏

:

-
:

-
--
移
一一一後は
移
，烟

前
の
性

一一:一を
一一一一̂ふ

と
述
ぺ
て
一 :一一るo

ま
た
此
の
責
驗
で
仔
一s
を
養
つ
た
川
は
ァ
ッ
プ
ル

川
の
と
あ
る
支

流
で
難
の
上
ら
ぬ
川
で
あ
っ
た
が
第
一
年
の
漁
獲
の
九

」，八
尾
中
九

十
六
尾
L一一r6
-

r

が
幼
時
養
は
れ
た
支
流
に
入
り

，
残
b
，

の
二
尾
だ
け
が

他
所
c
，m
獲
さ
れ
た

。ま
た
第
二
年
の

．-!=1
的
イ

一で
も
六
尾
の
う

ち
一五

尾
は
英
0
・一一・一・流
で
'

た
r
一
尾
だ
け

が
他
所
で

漁

一一一され
た

。即
ち

之
に
よ
つ
て
母
川
一一l
別
力
も
相
常

一-llf'い
も
の
で
あ
る
事
が
明
か
に

さ

れ
た

。
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1--
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1

一:
，
，，
1
り
:

:
1

一l

、
:
-

0
:

，
）
-

．

，

4

一
、1
-l--

1

、 :

0

一-

一一一

j
l

，，u
:
:

4
:
:

・:
-

1

3

2

2
:
-

， i
1

1

1

1

1

-

4

1

一

，常

十

l

・・

0

-

l

lla:器

．

．
、

・
本

本一一o一，，
9

8

-l-

．
，-
1
-

:

9
-

:

，7
1

9

;l

:-;

l-;

一
，
1

;--

-

十

‘3
-

i一
．

:

，
一一一 :-
10

4
:
:

:

一-
-

1

:-

1

-

1
:
:一一-
-

1

1

1

14

一1

l-

1

一一
10

E

，

4

十

方

那

12

1

1

e

前
小

l:

部
テ

用
'

下
メ

l ,- .tl
:;.3

4.4
:,.:l

、. l;
ai-'
1.-
:2.(,
1一、;
1.l1

2 0

2.-l
14

14

1l;

1 l

137

14

約 4,-,
S、 9 十11- l 0十 l1

l;_ -

:1 大く、短いo

一m-
?

一?
一…
一一一:-一一一一…-lr-
で
は
四
1
六
月
'

5
精
岸
各
地
に
普
通
に
排
來
が
あ
る

か
ら

四
月
上
句

］
-
濟
島
的
近
で
獲
れ
た
も
の
は
東
海
岸
の
寒
流
系

に
屬
す
る
も
の
と
考
へ
て

差
支
な
い
と
思
ふ
が
'
期
島
の
も
の
は
從

來
南
鮮

一
帶
及
黄
:
'

悔

精
，-

"か
ら
は
全
く
知
ら
れ
て
一0
な
い
の
に

、実

然
:
-（
一
尾
責
海
に

現
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'

之
を
直
ち
に

一 :

買

海
に

、

，

l-

，

-

-

-!:

-

・
-

、・・-l:

，
L

，・

i-
一

、

s

）

於
け
る
一一・，
ン

及
タ

ラ

ー

等
の
如
く
---
--f

．
;:
来
一一一一一一 :f
-

，の
-

，l/
と

は
別
一
--;-
に
:一例
立
し
た
も
の
で
あ
:

0

と
考
へ
る
こ
と
1

l

J

:
出
來
な
い
が

'

一一人之
を
-一一・一一 lm一
，

:

-
:
-

一一
一M

系
の
も
の
の
解

一一一一一--
一と
斷
定
す
る
に

も
的
・一一～-一一」-

の
条
地
が

あ
る
と
一一一一'へ
る
c

更
に
此
の
S聽
と
熊
本
縣
構
…

-
で
漁
獲
さ

-
-

-

a一一 :・一一一
n一一::・
-

、・
'

'・-
、

l
n
=・一-

:

:
-一

f
る

a
・

と
は
，n
ス
・
-
な
る
開
係
力
あ
る
力
一f
興
味
あ

一，出
題
に

多
々

あ
:

:一が
、
何
れ
も
今
後
の

調
本

，に
性
た
a
，

-
な
ら
な
い

。

「四 )  ( 三 ) (二 ) (-)
］E船
之
水
-f

、一
三
〇
a
-

松
原

一一一一 :

:

代
松

（昭
、九
、、
（一
九
三
四

）

し

a
に

一一一一一て
、
発
-li-
合

一一'-一
、
四
一空
ハ
境

一一一or
i

．T

．（ l:e
:

-

5

）（
）n
t

一・c
:9c

0一一 :

r
:

-
-

i

c
:

一一d
一stri

一ーut
io
n
ot
K
o
rc

:a
n

S
a
l

mo
no
i

d
f一she

s
a

．
日
本
生
物
地
-州

學
會
會
;l-
-
'（） l
．-j l

．
．
一一。． l
．

内
国

恵
太
郎

（昭
、十
一
、）
（一
九
三
六

）
朝

一一i沿
一一一 :lla
の
一一
シ
ン

に
・就

て

、
朝
解
の

水
産

、一
二
八
一m

内
国

惠
太
郎

（昭
、十
一
、）（
一
九
三
六

）朝
一一M一近
海
の
タ
ラ

に
就
て

、

l

-,1、



!li1

l
八

，i

新
潟
縣
三
面
川
に

於
け
る
館
の
漁
獲
高
，，J

二
、
三
の
氣
象
要
因
、
～
J

の
關
係
に
就
て

水
能
一

等
所
動
物
a・
一一一一一室
久

保

伊

津

男

一海
1

言

生
物
と
一'-
・

的

一一と
の
間
に
特
接
一・
開
係
の
あ
る
1J

と
は
今
更

一一一 :--
'
． ・:
，-
，・

要
し
な
い

。一一一9-一一・一一一
方
面
で

は
可
成
f

，
-

く
か
ら
各
就
-
に

作
物
の

收
-9
一高
と
，出・
．一一一 :・

要
因
と
の
開
係
に

就
て
の
'

--
中
ル

が
多
く
行
は
:
4

て
e

る
の
で
あ
る
が

，・
．
-
-

（- l一一一方
面
で
は
此
a報
の
研

一%は
微
々

た
・，
，・
も
の
で

選
、業
方
面
の
そ
れ
に

比
す

ぺ
く
も
な
い
の
は
:

利
に
'通
械

一で
あ
る

。 :一一一 :一

者
は
昭
和
十

一
年
及
び
-
二
年
の
'・一一一一一一一-l--に
新
:
-・一限
M

湖
-
，

町
に

．一一一---、て

:

一面
川
-lf
の

:
-

-
-

-一
の
ス
ト

ツ
ク

に
開
す
る
．
-

一…fi
究
資
料
:一n一川一一一:
--
に
漁

一一一一

高
'

”一一一．-0一
同
地
方
の

一米．象
に
開
す

る
資
料
一一一一 :一
集
め
得
た
の
で
'
こ
．‘ :

-一
等

に
一一M
て
解
析
研
究
の
結
果
は
既
に

11
本
水

一 :- :患
・
合
-
-

:一r
-
・ :一し
集
，一第
二
號

に
發
表
し
た

。

資
料

新
潟
縣
岩
船
部
瀬
渡
町
三
面
川
一難
人
工
解
化
場
及
び
同
部

村
上
町
陸
産
育
養
場
に
保
管
さ
れ
た
大
正
八
年
よ
り
昭
和
十
二
年
に

至
る
十
九
年
間
の
漁
確
記
難

、同
村
上
町
所
在
の
同
那
-
農
會
に
て
翻

測
さ
れ
た
同
地
方
の
氣
温
'
降
雨
量
及
び
降
聲
量
、
更
に
風
向
'

風

連
及
び
晴
雨
等
に
一開
し
て
は
中
央
氣
象
台
發
行
の

一一

^
-

:一一一一一一同
及
び
之
に

田
屬
の
-l9
測
表
を
用
一一一一）た
。

氣
温
、
降
兩
量
及
び
降
雲
量
と
の
蘭
係

之
一一'，'の
要
因
と

一一一一一一一一一高

と
の
開
係
に

就
一．・・一
は

、
前
記
一一r
:

料
の
中
大
正
八
年
よ
り
昭
:

-

-
年
に

-lf
る
1
七
年
間
の
各
年
の

一細
一一一一一一一一一一一一高
（:一，
，一數
）と
:
-
::一ハの
年
の
氣
M
M

（月

一一・:-一'）
及
び
降
雨
;li-

（各
月
の
總
--=

）
を
各
二
ヶ

月

一一一の
和

、例
へ

ば

一
、
二
=
-J

'
三

、
-L-
月

、
-
-

）
を
求
め
又
降
發
f
:
:

一…一'の
場
合

---:
各

-
-

，
十
二
月
一一和と
の
相
開
・一一係
・一，-一一 :．計
算

し
た

（第
一
表

）。

零
一一一一一一一一一一一n'一器
，一明

一一一
．r 一

一

・-
:

J
-

．
3
4j

0

． l4
一0
4
・一一:一I
0

．
l
3

一0・一一で一 :j:
（ l

． l4
一0
・2
4
:
j
:
0
・
1
5
一0
・
0
S

l十
0
・一

2
l

-．l一0

．
l
n
-

0

． :- :
:
:一:
i
4
0

．2li
）
l十
'

-

． l一） :

-

．・3
．s
l十
0

． l3
一

;-
9

1十
一一一．-

1
．

-

-

l
一

-
-

一

一

4
，:
t
:

0
・
1
2

a
・

-
:

m
ln
一一一一
b

:
:

一一一El l
t
u

:

c
・

:
:
S

t
一一一'一一一 :
-

-
:
一一一一9it

降
1-e
最一の
場
合
は
何
れ
も
相
開
係
数
は
0

．）以
下
で
あ
っ

て
相
開
々
係
は
認
め
ら
・a
な
い

。唯
十

一
，
十

二
月

即
ち

漁
期
間

に
於
け
る
降
發
f

;ll-
の
和
の
場
合
に

は
係
数
は

0

．
s
0
:
-

:

0

．
0
6

で
あ
つ

て
相
営
に
高
い
相
開
-

係
を
示
し
て
一e
る

。H
ー

ハーH-
の
他

總

降

雨
最

，

總
降
一一一 'r
量
及
一ひ
十
一

、
f
二
月
'

の
降
一開
:
-

n一
と
降
'-

一，
最
と
の
和
等
に
就

て
相
開
係
一一一一を
求
め
た
が
、
總
降
雨
一一一M一'と
の

場
合
は
係
数
0
・7
一一r
::

-

0
・7
で
あ
っ
て
可
成
密
，接
な
開
係
が
見
ら
れ
、總
降
雪
:一一一一'と
は
o

．）-

，
-

:

o
・一一一一一-
十

一
，
十
二
月
の
降
雪
:

重
及
び
降
一用
'a
-

の
和
の
場
合
に

は
o
・一，一

7

-
0
・
1
1

で
〈
-一一一一り
明
瞭
で
は
な
い

。次
に
漁
期
に
常
る
十

一
，
十
二

月
に
於
け
る
上
記
各
要
因
の
中
降
一田
:
-一及
び
降

一一・一一:'ml
'

を

一
定
と
し

:

:一ハ

の
影
響
を
除
外
し
た
場
合
に
於
け
る

漁
獲
高
と
氣
温
と
の
偏
相
開
係

數
は
r
a
b
・
c（
-

=
o
・一一5:
t
0

．一一-
同
じ
く
氣
温
と
降
發
f

最
を

一
定
と
し

た
降
一用
a一一一と
の
場
合
は

rac

・

b
（-
=
l
o

． l・一-
o

．
-

6

で
あ
り

、
氣
温

と
降
一田
一一i一を
一
定
と
し
た
場
合
に
降
一一一一一最
と
の
係
數

は

ra

一）・
b
c

=

o
・st

0
・o
-一で
あ
っ
て
降
一書
一一一一と
の
場
合
は
依
然
明
瞭
な
正
の
相
開
・一一

係
が
行
在
し
て

ゐ
る

。

風
向
'
風
速
及
び
暗
兩
と
の
關
係

最
，一一一一四
ヶ
年
田

（自

一一和九

年
至
昭
和
十
二
年

）の
日
々
の
漁
整
尾
数
（盛
漁
期
とmu

は
れ
る
十

一

月
一一-・
?一同
'

か
ら
十
二
月
中
句
ま
で
の
資
料
を
用
〇

共
の
前
後
の
資
料
は

描
獲
尾
数
一一が
一者
し
く
少
い
の
で
省
く
事
に

し
た

）と
一大
氣
同
及
び
共

の
附
属
翻
測
表
と
に
據
つ
て

:

=
:

一一一の
日
の
午
前
六
時
の
風
向

、
風
速
及

び
暗
一開
と
の
開
係
に
就
て
考
寨
し
た

。盛
漁
期
に

於
け
る
日
一一一・の
漁

獲
献
况
は
第

一
国
の
如
く
可
成
普
し
い
一要
化
が
あ
る
の
で
三
點
構
動

平
均
法
に
據
つ
て
漁
整
flt1
線
を
求
め

，-
-一一一一 :m
線
よ
1-

）責
際
の
漁
獲
の

方
が
多
い
場
合
を
（十
）少
い
場
合
を

（一
）
と
し

，
更
に

（十
）
の

場
合
の
中
で
o
～
l

o
ま
-
1

o
～
・
，）o
，
o
o

，及
び
）o
ま
以
上
の
好
漁
の
場
合
を

夫
々

普
-

l
f
t

':i
M

漁
及

一 :-一一一一' :し
く

一一． :

-

一一一漁の場
合
と
し
、同
様
に

（一
）の
場

合
も
一一一段
階
に

分
つ
て
夫
々

一一一::一一一，一一一一，，及
び
一者
し
く
一因
漁
の
場
合
と

す
る

。先
づ
日
々

の
漁
整
を
一
単
に

（十
）、（一
）の
場
合
に
分
つ
て

輪
島

相
川

、
新
潟
及
び
秋
田
の
風
向
に

開
し
て

，
風
向
の
分
布
を
見
る
と

第

二

一一'1
の
如
く
一用
一一一:は
全
く
同
様
な
分
布
般
態
を
示
し

一J一の
る

の
で
風
向
が
一一n一一'川一推一に
影
細
:
‘し
て
b
る
と
は
思

は
れ

な
い
o

次
に

出
獲
を
前
記
の
如
く

一
段
階
に

分
つ
7
場
合
に

は
第
三
同
に
見
る
様

な
分
布
状
態
で
あ
る

。之
に
依
る
と
輪
島
及
び
新
-a
の
何
-l

L

か
の
地

域
は
一用
地
-l:
、に
南
風
系

（S
S
I

，-l
s
S一一'）の
風
が
多
い
と
一一一一統
の
場

合
が
比
一一一一一一的
に
多
く
'
又
前
記
四
地
'期

．に
於
て

一
般
に
西
:

-一 :-・一一一は
=
:
1
-

風
系
の
風

（N
'

M
-

～N

zW

）輪
島

、相
川
及
び
新
潟
に

西
風
系

、，-，

s一一'～-v
N

-v

）の
風
が
車
越
す
る
と
一者
し
く
図
漁
の
場
合
が
比
一一一一一的

に
多
い
o

一該
地
方
で
は
一．一一一'-一八
に

は
漁
一一一一を中
止
す
る
事
が
多
い
の
で

一一一一一、風
以
上

（7m

、sc
c

）の
一一一一'風
の
場
合
を
除
い
て

風
向
の
分
布
岡
を

作
る
と
第
二
同
、c
の
如
く
で
あ
つ
て
相
川
に
於
け
る

東

風
系
の

風

、
秋
田
に

於
け
る
東
南
風

、一的
島
に

於
け
る
南
風
系
の
風
の
場
合

に
は
好
漁
の
場
合
が
多
い

。以
上
の
事
か
ら
し
て
西
風
系
及
び
北
風

系
の
風
は
該
一m-
a
i

-一、に
悪
影
響
を
興
へ
る
・一一-一の
の
様
で
あ
る

。
次
に
日

l
九
-



,1i-1l

事
:

1
(-

速

ト
)
 
割
 
合
 
(-
)
 
割
 
合
 

1 
計

(
十
)
1
(11
0.:13

(-
)

l 
3-
0.'

6

0
.5
l

0
・1S

5
0

6
l,

1
1

lll

(
B
)
 
漁

-
1
〇
一

獲

lu1、(
十
)
割
合
d
o、、'
n
(-
)
割
合

1
l1

-
2-
o.高一

,-
(-
)

2
:、
 
0
.4-

1.1 
0・:'、

計

1 l1,'l

連
計

l
ii't 

'1-
l
lC
0

日
日
の
「
t
際
の
換
獲
高
に
開
保
な
く
、
 組
l獲
曲
線
の
上
行
部
と
下
降
部

に
相
'iS
す
る
部
分
に
分
つ
た
場
合
の
?
度
。

(
C
)
 
過
 

整

:
-

l-
(1十
)
一
割
一

(
十
)

(-
1

合
 
(-

14 
0.:
'lli

li i

‘-l 
ll1.l1:' 

1・
1

計
l

3
;

一

-
-

-
-

:
'

一計
一

一

）
-
一

-

一） ．

-
l
(
+
)
 
割
 
合
j
)一
割
合

1 
計
一

(
十
)

(-
)

4
 
0.:33 
1

11
0.7:l

s 
lrl.l;
l; 

,,
o.‘',

2
114

1lllll選
llb
線
を
境
に
 し
て
そ
れ
よ
 り
多
い
場
合
と'j'
な
ぃ
場
合
に
分
つ
た

場
合
に
1fiけ
る
城
度
。

計
 

l 
1
'i

'
;,

1
3-)

C
 の
場
合
と
同
株

1i0
%
以
t
の-「

.t1.の
あ
る
場
合
に
於
け
る
城

111
o



募 - i n 1l l和九年よlり同十_二年に至る日日の漁獲尼数。
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い場合 とに分,)た場合 );1i、向の分布; ( , 1lll.;ifm,・- ・M上,':, i11ll1 11 , . j :る場合を行いた場合 (')1i,u的の分布。
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算 ■ ■ 昭和九年から同十二年に重る盛選期に於ける新温のta'連.



裁 七 十 三 第 .年 十 第

二
来
法
に

據
つ
て
確
率
を
求
む
れ
ば
確
率

P
=
0
・o
4
-

）
～
o
・o
-

，）7

で
あ

る

。漁
獲
高
の
方
，-一・・一-l:
u
P

及
び

一一o
，vn
の
二
場
合

（第
二
表

，l;

）に

分
つ
て
同
機
に
し
て
確
率
を
求
む
れ
ば
I

）
=
0
・
0
:

一一一1～
0
・
0

，4・
と
な
-l-

並
漁
以
外
一一場合
、第
二
表
'、（・;:
）だ
け
に

於
て
は
I

）=
0
・o

，7
ll
0
・0
:

-

・

，'-

又
者

し
ぃ
=
:l9
，
図
漁
の
場
合

（第
二
表
'
D

）
だ
け
の
場
合

で

は

I

）
=
o
．ol
-

一
-
o
・o
）1

と
な

，
l

'何
れ
の
場
合
で
も
一n-一、風
以

上
の
-l-=
、風
は

一設漁
獲
に

悪
影
經
:

を
及
ぼ
す

も
の
-
，様
で
あ
る

。

共
の
他
暗
一-E
と
漁
獲
高
と
の
間
に

は
全
く
一開
係
は
見
ら
れ
な
か
つ

系
の
風
は
漁
一M一に
惡
影
響
を
、
輪
島
'
新
潟
等
の
南
寄
り
の
風

、
和

川

、
秋
田
の
・一…一一一風
或
は
東
南
風
は
好
影
a
1

を
與
へ
る

。風
連
は
疾
風

以
上
の
張
風
の
場
合
は
明
か
に
'一影
響
を
興
へ
る

。風
速

、
降
兩

、

降
雪
等
は
漁
一一一一條件
と
し
て

1f-
提
開
係
が
あ
る
の
で
そ
れ
と
漁
獲
高

と
の
開
係
の
部-
．

度
等
-
-
1

，一一1- :，慮
に

入
れ
て
研
究
す
べ
き
で
あ
る
が

、
此

處
に
は
資
料
が
:一一一 :-一一一なの
で
更
に
一一一一一fs
な
資
料

一一．J
，-

:

l一一く
研
究
が
一一f一'
ま

し
い
o

た
0結

蘭
E

，

，?・
認
，
降
雨
:
'u
及
び
降
'

一'i :
-M

等
に

於
て

漁
獲
と
明
際
-
'

，開

係
の
有
る
場
合
は
總
降
雨
:
-

:l-

と
漁
期
に
:n
，一
け
一4
降
計一:． l
'

の
場
合
だ
け

で
一=
-
-
l--
に

正
の
開
係
を
示
し
-
ゐ
る
o

前
者
の
場
合
の
意
味
は
簡
一
単
に

考
察
す
る
事
は
国
難
で
あ
る
が
'

後
者
の
場
合
は
水
-la
と
漁
整
と
の

間
に

何
等
か
の
開
係
の
消
む
事
を
-ti-
示
す

る
も
の
--

様

に
m
-

一 i
は
れ

る
o

越
後
に
は

一-
來

「一一一一 i-一 :

1

?

乏
に

--lf

」の
m
一落必
が
あ
る
程

で
一一一一一1a-n一乏
一一 :一一一一一一一一の
漁
多
き
年
は

（:生
-

に
依
る
．-一
-
-
一一一を
意
味
す
る
と
云

ひ

、
又
鈴
木

一一一一一之
細
す
る
所
の
北
越
發

話
，
漁
夫
の
湖
'一一一一一の
條
に
は

「11-
の
日
も
暮
れ
て
雪
荒
れ
に

な
・o
け
れ
ば
發
f

荒
に

は
か
な
ら
一-l:
llf

（
-

一一i）
え
や
す
き
が
故
に
云
ふ

」（
岩
波
文
一一一'一三
C
l

u
-

）
と
あ
り

姚一と
一一一一一一
降
一用
に
依
る
水
温
の
變
化
等
統
計
一一学
的
に
得
ら
れ
た
結
果

を
:

．a:一書
す
る
・一一f:
-

・・・一の
様
で
あ
る
o

風
向
及
び
風
速
'-
-
-一に
或
る
開
係
を

有
し
、
輪
島
'

相
川
'
新
潟
及
び
秋
国

等
に
於
け
る
北
風
系

、
西
風

l
一
一l



l
一
二
-

港
存
酸
素
缺
乏
の
水
樓
動
物
に
及
ぼ
す
影
響

田

良

禾

水
:
-

一一一一動
物
の
生
有
に
必
要
缺
く
ぺ
か
ら
ざ
る
水
中
に
一一一…
解
し
て
-lb

ス一一一W-一素
は

、
或
る
a
i一
の
湖
沼
で
は
一
器
存
物
質
の
分
解
酸
化
の
た
め
に

后
が
形
成
さ
れ
る
o

北

半
月
湖
の
如
き
深
い
一一一一 :ff

、an
-一一 ::-
・一一一一-
，1，で一
も
然
別

ぺ
き
で
あ
る
a
-

---
者
は
斯
る
理
山
か
ら
a一類
又
び
:
l一一'他
の
淡
水
藤
動

物
の
溶
存
酸
素
の
減
少
に

對
す

る

一一一一-一一一力
の
銀
'
弱
を
調
べ

、一一一一一一一一一に

よ
っ
て
相
當
期
．持
な
差
異
の
あ
:

・

，一こ
と
を
認
め
得
た
の
で
'
am一分で

も
淡
水
養
一殖
方
面
の
參
考
に

な
れ
--
・
'

と
一一一一''へ
本
認
に

共
の
研
・一一:-
-一一'和

果
を
報
告
す
る
こ
と
に

し
た
o

一
般
に

湖
沼
の
溶
存
酸
素
の
消
・一--
一
し
た
深
-i-
に

は
一m
一．期
は
使
-l-
し

一，
，0な
い
が

、
a一如
'
の
（同
料
と
-
'

，，・，，-
川-
般
知
、n
下
の
動
物
性
'ノ
ー

ノ

・

ク
ト

ン

及
び
一一一一-一一．動
物
～--:
生
ff
し
て
e
，-

。
な

一一一 :一-多
少
の
硫
化
水
素

の
在
在
す

る
場
合
で
も
同
様
で
あ

一・-
、'

溶
在
酸
素
の
地n
無
な
・
'

本

中
に

接

．
l・し
て
一〇
る
動
物
に

は
原
生
動
物
'
特
に

識
◆
-llf
期
に
屬
す
・
，--一一一 :一

和
一が
多
い

。次
い
で
水
控
見
識
期
に
斯
る
水
中
の
生
語
に

一M
應
し
た

識
知
が
多
く

フ

サ
カ

の
幼
!--
の
如
き
は
無
酸
素
の
水
中
で
も

生
存

し
得
る
様
な
特
殊
な
器
官
を
持
つ
て
あ
る

。員
類
に
も
長

期

間

の

無
酸
素
状
態
に

:一一一へ得
る
一一一一一一一一のb
る
こ
と
が

知
ら

れ

て

-b
る

（．-1
． ・一）ン
y

一・
，'え
、'，-
'-
・一一
．
・
'-
-

一
-
'''
〇

。洲
底
に

構
息
し
て

e
る

9
毛
裁

-M
・
多
く
の
場
合
一一一…存
'一一一一一一一一の

、消
央
に

對
し
て
紙
抗
力
が
班
い
o

推

脚
細
の
う

ち
に
は
'

、． ::-一季
f
薄
期
に
被
膜
-ll-
以
て

包
ま
れ
調
nf
に

沈

し
て

大
た

一-洲
一m
で
は

・一f一一一--M
'一業
ン

，湖
、一一一M:
操

し
一，．一-の
な
い
だ
け
で
な

く
'

水
楼
動
物
に
有
・一一一一
な
一一一一化
水
素
が

一一一一・一 :-::
し
て
っ-
ァ
ー
'， 一

。な
ほ
本
通

の
'一
地
の
廣
面
就
を
占
め
て
-lb
る

．把
班
、．標
地
に
在
る
-ln
で
は
、
一M一く

と
も
--lf
部
に

一-
、素
の
消
失
し
た
1llf
成
后
・一 :l
:

'
'

，
1

'
-

一一一一-期
に

生
・

f
-

，?
，・

場
合
が

多
い

。從
つ
て
湖

．-ln
を
前

族
の
:lf-
城
を
同
る
た
め
に
利
用
す

る
に
は

一 :一．Jめ
一標
…

存

酸
素
の
有
無
增
減
等
に
期
し
て
調
在
を
行
ふ
必
要
が

あ
り
'

更
に

．一一一存酸
素
の
減
少
の
普
し
い
池
紹
を

、
発
城
，に
利
用
す
る
場
合

に
は
酸
一
素
の
缺

乏
に

對
し
て
な
る
べ
く
紙
:一u

力
の
班
，
い
的

識
を
選
ぶ

ん
で
一一一一存
酸
素
の
缺
乏
に
批
へ
z
、

識
細
が
米
國
で
報
告
さ
れ
て

一0
る

（ l一-
．

（-
-

・

:;-P
．一一、'-
）A
--
-

一一ン0---
）
。期
の
如
く
一m
期
の
AE
料

と
な
る
下

等
動
物
に
は
溶
存
酸
素
の
缺
乏
に
批

へ
る

一一一一一期
が
あ
る
が

、
在

一期
で

は
肺
前

識
・一，一一-
一

除
け
ば
無
溶
在
静
一素
の
状
態
で
は
生
存
し
得
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て

一0
る
o

e
、期
の
う
ち
で
-一 :
-

一一一一一----の
如
き
冷
水
を

好
む

，
fr-
識
は
一以
手
は
低
水
温
の
深
部
を

一一一一-f
ん
で
一-
は
す
る
た
め

、一阿

料
と
な
る
プ

ラ

ン

ク
ト

ン

が
一M
:

-一
富
で

も
一一一一一一一一一の一一…
，:
破
素
の
消
失
す

る
一一一一一一，な
．lli
，
-lf-
は
f
，
水
を
好
む
・一一:
期
の
養
一一一には
，-

，-選
出
'-

'一あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
一0
る

（
．一一'-一一一，s:
一一'ン（-
，

，一一・一一・-
一・
，
ノ

0

〇
c

實

驗

方

法

:

器
存
酸
素
の
一一一一 :
無
な
水
を
責
驗
室
で
多
'一一一に
得
る
こ
と
が
困
難
な

の
で

、・ :-
-一一一一字一一一小
一一一'
下
で

．泥一表．地
に

構
築
し
た
深
さ

一
米
の
池
底
に

自

然
に

生
じ
た
底
成
一
后
の
水
を
利
用
し
た

。酸
素
の
缺
如
し
た
池
:

-［lf
の

薄

・--よ
り
酸
素
の
完
全
に

港
解
し
て
一e
な
い
水
を
探
水
器
で
渡
上
げ

る
こ
と
が
， l一・一'川

'

能
な
の
で
常
に

少
n一…一'の
:一般
素
:
f
:
-
-

a
…

解
し
て
ゐ
る
水
を

採
つ
て
實
驗
に
川
一 :- :一
た

。此
の
實
驗
に
使
用
し
た
動
物
の
生
一 :

-一一の
判

斷
は

、
凡
て
の
運
動
特
に
呼
吸
に
開
す
る
連
動
の
停
止
し
た
時
を
以

て
般

一一一一一の
:
-
-
-

一一態
に
入
．a
る
も
の
と
見
做
し
た

。
實
驗
に
用

一一一）る
水
は

漁
め
酸
素
の
港
，． :::
量
を
測
り
、
一
〇
〇
cc
・
二
五
〇
cc
容
‘

:

一一1-一の
酸
素

定
量
一観
に

試
験
動
物
と
:
=

:

一に
入
れ

、
動
物
が
假
死
の
般
態
に
陷
れ
る

こ
と
を
確
め
た
後
に

、一a:
一び
溶
有
酸
素
量
を
測
定
し
て
酸
素
の
確
'

量

及
び
動
物
の
酸
素
消
投
量
を
調
べ
た

。二

，，
l-
〇
e
の
定

一一器
一に
入
ら

n
-
一m一類
は
大
型
の
滅
に
入
れ

、
流
動
パ
ラ

フ

イ
ン

で
大
氣
と
の
構

-ll0

面
を
一一一一一一，，-
し
て
一一一-
、一一一一一を
行
つ
た

。
溶
存
酸
素
の
定
一一一M一は
ゥ
イ
ン

ク
ラ

-
民
法
に

よ
り
'

一成の測
定
は
へ
リ
ー

一一，-m一製
コ
ン

パ
ラ

ト

I

，で

行
つ
た

。
概
中

に
・
-
械
す
・

．…一使
破
が
ス
・の
動
物
に
及
一一一一 :一す
影
一一一一一 :
に

一就

い
て
は
調
在
し
な
か
つ
た

。
實
城
に
用
ひ
た
水
，r

探
つ
た
一一一一-表

:

地
一'

の

池

一一・一一e一 :-一驗
に
使
用
し
た
動
物
の
一-
育
實
驗
・一一一一
行
つ
た
が

、一一一…一一一．
，一有
機

物
一一一一一 :-一の
動
物
に
及

一一:一す
・一・， :
L一一一一作
用
は
:

認
め
ら
ル
．な
い

。此
の
賀
驗
を

行
つ
た
時
期
が
一一'
月
で
あ
つ
た
の
一一・
一一一一一'一一一一一一'に
使
用
す
る
動
物
の

一一，集

が
因

一一一な
た

，め
多
数
の

一報期
0

動
物
を
使
用
す
る

こ
と
が
出
來
な
か

つ
た
o

資
験
結
果
及
び
其
の
考
察

一'
原
生
動
物

一
立
中
の
一一一…存
一一一一素一M〇
'・一:し
，S'
の
水
中
に

識
毛
一識
に
屬
す
る

j
-

）一一一・，一、一一-
-

-

．一一一．
を
入
れ

、二
一
'

時

間
後
に
酸
素
の
購
'

量
を
測
定
せ
る
に

完
全
に
一相
費
さ
れ
水
は
無
'

酸
素
の
一一一一一態
で
あ
つ
た
:

か

． r
）一一一一・一一一一一一一一-，・
ミ
・m

は
生
存
し
活
動
を
械
け
て
一e
た
o
此
の
貴
驗
の
結
果
は
fa
r
，～m
-
r

，
-

，・
ミ
m

が
-
-

l

M一々
測
一m
の
無
一
酸
・ :一一一 :

'

后
か
ら
採
集
さ
れ
る
事
實
に

よ
く
一一一一一し
て

e
る
o

．

二
、
輪

最

類

一
立
中
の

一一n…
一 :-

-
:

:

酸
素
量
〇
◆

九
五
一一一の
水
中
に
カ
メ

ノ

コ
ウ
ヮ
ム

-
l

'

三

-



シ

Ke
-

・=-
一、e
-
Za

m・一一一一一一一（-・一・一一s・（G
-

）ns
-
・ :

）の
較
個
体
を
入
れ
て
責
驗

せ

る
に

'
二
時
間
半
後
に

は
．既
に

一一一一・一一一 ::
酸
素
は
告
無
と
な

っ
て

一〇
た

が
輪
-a
は
凡
て
生
き
て
:eb
た

。然
し
二
二
時
間
後
に

観

察

せ

る

時

に
一一一一一一一一一一 :活
動
力
を
失
つ
て
ゐ
た

。同
:

，一一m
な
實
驗
を
フ

ク

ロ

ヮ
ム

シ

』，．一一一）～（-・一一一、・一一一一～a
/

。、r
io

、一=、～f
（ l

G
（
）-・一一r一」・一
に

つ
い
て
行
つ
て

見
る
と

、
三

時
間
で
溶
存
酸
素
を
消
費
し
講
し

一述
動
力
を
央
つ
て

し
ま
っ
た
o

此
等
の
實
驗
か
ら
フ

ク
口

ワ
ム
シ

が
カ
メ

ノ

コ
ワ
ム

シ

よ
り
酸
素

缺
乏
に
對
す
る
-al-
抗
力
が
弱
い
～:
と
が
わ
か
る
と

，
i一、に
、
輪
蟲
・
．期
に

は
短
時
間
は
無
酸
素
の
水
中
で
生
存
し
て
一eb
る
証
知
が
あ
り

'
何
れ

の
一観
期
で
も
酸
素
が
幾
分
で
も
溶
存
し
て

ゐ
る
間
は
生
き
て
を
り

、

全
く
酸
・

素
を
消
--lt
l

:

1
・一能
し
た
後
に

装
一一一一す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

。

資
際
に
力

メ
ノ

コ
ヮ
ム

シ

用
の
輪

，-
-一．--一北
-一一一適
、
:v

f
．一 :

m
-
-

-一
も
無
酸
素

Jl-
か

ら
．
ー

ィ
集
さ

れ

一．一一0
る

（
羽
田

、
一
九
三
L-;
o

一
九
三
八

）
。

上
記
の
實
-f
S
'

の
結
果
よ
-l

）考
察
す
る
に

、
カ
ー

ノ

コ
ヮ
ム

シ

が
--la

沼
の
無
酸
素

・--に
生
一 ::一:
し
て

一0
る
こ
と
は
食

:

物

一M一取
の
目
的
で
生
活

條
作
の

悪
い
無
酸
素
后
に
使
入
す
る
も
の
で

、
數
時
間
後
に
は
酸
素

の
溶
存
し
て
一一0
る
一
后
に
時
來
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る

。從
つ
て
一連

動
力
の
小
さ
い
輪
1
-

一一一制
一
の
使
入
し
得
る
無
酸
素
后
の
部
分
は
薄
府
と

考
へ
ら
れ
る
o

三
、
甲

一一一a一
類

機
脚
細
に
屬
す
る

一一一「一一・o
， ・一、一・一一r--
-

．一一・一・
一一e一一一（．・一一・一～-
'・一一（C
-

，一、 '・z
）
を
一

立
中
の
溶
存
酸
素
a
-一〇
'-:
-

・一a

一の
水

一
〇
〇

一一中
に

五
個

体
入

考
へ
ら
れ
る

。責
驗

（二
）に
於
て
M・一--て
の
個
体
が
假
一 :一一の一一一m一態
に

陷
つ
た
後
で

，
酸
素
の
他
和
し
て
ゐ
る
水
中
に
投
入
せ
る
に
半
数
の

三
個
体
が
蘇
生
し
た

。責
驗

（三
）
の
場
合
は
八
時
間
四
〇
分
總
過

後
に

同
じ
く
牛
數
が
生
存
し

一J一一0
た

。最
も
一一一一，-?一酸
素
の
減
少
に
對

し
て

一一一一=一一一力
の
-if-
い
個
体
は
假
死
般
態
に

入
つ
て

約

一
時
田
後
に
蘇

生
し
た

。

北
海
適
の
湖
-ln
に

廣
く
分
布
し
て
一elb
る
ス

ヂ
I

ビ

f

．e（一一～、～e
-

'

（-
，c

H
l-:
，

1

）に
就
て
の
實
驗
結
果
を
第
二
表
に
示
す

。

一・一一一1-の
表
で
ス

ヂ
ェ
ビ
は
溶
存
酸
素
を
呼
吸
に
消
-l-
し
盡
さ
な
い
う
ち

第

一一表
（ス
ヂ
ェ

ビ

）
生
存
時
間

一一一

。fa
-
〇
四
一

〇
・
九
五

三
一
二
九
〇
・

一・
国

七

国
一

二
八
七
一

三
・
四

一

五
二
八

〇
一

八
・
九
六

五 五 五 一 一

l l

量
一・
0
0

一・
:
，
-

一“-
-

一-i
C

一一・一:-一一-）l:n
人

'-
-

0

l

0 〇 〇 〇 〇
三 一 一一 二 1址酸

一一

一一一の整
化

二
一
八四

大

・一一一0l
・一一一・

六

一一一・一一一（），，，，一、・

〇

一一一・一 :一干
，，一一一・

に

一究れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

。
即
ち
ス

ヂ
ェ
ビ
は
無
酸
素
の
水
中

に
は
生
存
し
得
な
い
こ

と
が
わ
か
る
o

責
驗
-
（五
J

一

で
は
五
一一一一Eの
う

ち
四
'1
・一ル
は
な
ほ
生
存
し
て
一elb
た

。此
等
の
資
験
結
果

よ

り
薄
・

存

破

素
の
減
少
す
る
場
合
の
ス

ヂ
I

ビ
の
溶

，
-=・

酸
素
の
一一一一． :

l
l一一一a-一は
大
体

〇

・
二
一一一
前
後
で
あ
ら
ぅ
c
'

l

一四
-

れ
、
三
時
間
半
後
に

酸
素
の
定
量
を
行
つ
て
算

る
に

、
S
に
酸
素
は

油
費
し
盡
さ
れ
て
一〇
た
が
滅
中
の

:

機

画
類
は
一一一一一に
活
動
し
て
一一0
た

。

溶
存
酸
素
am一
C
・
三

一
、ec

二
個
体
の
場
合
は

一一n
f

夜

で

運
動
力

を
失
〇

一
・
四
七
cc

五
個
体
の
場
合
は

一
〇
1
二
-一

）時間
で
斃
れ

た
o

何
れ
の
場
合
に

も
溶
存
酸
素
は
完
全
に
消
n
:
n一
さ

一一残
--
残
つ
て
-b
な

か
っ
た
o

:

-
-
-
一
關
類
が
無
酸
素
の
水
中
で
も
価M
ら
く
生
存
し
て
ゐ
る
こ
・・一・一・・'-
湖

一m
の
無
酸
一一一n一一一一か
ら
も
操
集
さ
れ
る
事
資

（上
野
'
1

・・～一
三
七

'一

九
三
八

・
羽
田

、
一
-
:
～

一
三

，、'羽
川

、 :一一一本
，
一
九
三
八

）
か
ら
考

索
し
て

、
輪
裁
期
の
場
合
と
同
様
に
-
画
料
描
取
の
日
的
で

一
時
的
に

無
酸
素

一---に
使
入
す
る
も
の
と
思
は
れ
る

。

第

一表
（ー
ビ
ム

シ

）

jllt
．

I
'

個

一
一
〇
〇
．

〇
'・f
-一
五

二
一

二
七
五

一
・
四
七

三

三
七
三

三
・
四

一

四
一
二
八
〇

八
・
九
六

f

，，解［-M日
一

．．
時

分
・

a
分
．

一 ・

一
国

・
0
0

一

〇
，C
0

l

，一ハ
一・
9
l
-

，
-

・一一0'
〇
・
一
一
一一一一一一0
l
-
-

-

・一常
一

六

^
・四
0

，

一

〇
・
二
五

大

・
一09
一K・一--

一
五
一一一・00-
-

E
・
9
〇
・
三

〇

一、'-
-一一 :一・
，l
f

'一0

一

一

異
脚
類
に
M一す
る
ト

ビ
ム
シ

e
（
，m
-

u-;
r
-
-

．
s・

は
第

一
表
に
示
せ
る

一o一験
・

結
果
か
ら

、
酸
素
が
徴

量
に
溶
解
し
て
一e
る
場
合
は
完
全
に

水

中
の
一e
-一素
を
消
費
す

る
が

、
溶
a
，，量
が
增
加
す
:

，と
全
部
の
溶
存
酸

素
を
呼
吸
に
利
用
し
な
い
う

ち
に
一発
れ
る
～:
と
が
わ
か
る

。之
は
呼

吸
作
用
の
た
め
に

生
・

ず
る
一茨
酸
が
ス

及
び
Pi-
の
一要
化
に
因
る
も
の
と

此
等
一一 :

一観
の
-l1
殺
類
の
溶
存
酸
素
の
減
少
成
は
一m
:
…一・一、に
對
す

る
械

批
力
を
比
較
し
て
み

る
に

， :

一

樽

一四
類
が
最
も
班
く

、次
い
で
ト

ビ
ム

シ

ス

ー-a-

I

ビ
の
順
で

'
ス

ヂ
I

ビ
は
溶
1「f酸素
の
皆
無
な
水
中
に
は
生

存
し
得
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

。呼
吸
作
用
一一一一，-一一一む
に

営
つ
て
の
酸

素
油
-lt
:

-

，
n

‘
-

は
ス
ヂ

一一ビ
が
最
大
で
あ
る
か
ら
、
溶
存
破
素
の
不
足
に

對
す

る
M
一一--一一力
は
=
:

-一の
逆
に
な
つ
て
一e
る
o

ス
ヂ
ー

ビ
は
水
邊
の
水

-
-

間
に

満
み

'
ト

ピ
ム
・ン
は
一f
川
の
石
一現
又
は
水
革
間
に

居
る
の
で

何
れ
も
一滞
在
酸
素
の
供
給
が
充
分
で

'
酸
一一一一の
缺
乏
の
恐
れ
の
な
い

場
所
に
解
一一n:-一 i
し
て
-lb
る
が

、一一-一脚
．
-一一一--ープ
ラ

ン

ク

ト

ン

と
し
て
溶
存

破
素
が
減
少
し
て
遂
に
始

，
;

無
に

た
る
様
な
湖
沼
に

も
構

1---
し
て

一eb

る

。
此
等
の
動
物
の
生
態
に
開
す
る
事
責
-

一一一一存
酸
素
缺
乏
に

對
す

る
紙
抗
力
の

一M
講
と
の
間
に
は

一一n :，
接
な
る
開
係
が
あ
る

構
に
考
へ
ら

a
る
o

四
'

魚

類

a一類
に
就
い
て
は
変
二

表
に
示
せ
る
が
如
く
'

的

'金
一一一一◆ウ
一グ

ヒ
◆

フ

ク
ド
ジ
ョ
ウ

・
イ
パ
ラ
ト
ミ

ョ
又
び
卵
黄

．を
完
全
に
吸
收
し

て

し
ま
は
な
い
一一一-の
雄
布

一で
責
驗
・r
．

行
つ
た
o

・

此
等
の
責
驗
結
果
を
考
察
し
て
み
る
に

'
的
は
溶
存
酸
素
の
減
少

或
は
缺
乏
に

對
し
て
抵
抗
力
が
最
も
班
く
'
金
角

一は
-f-
と
同
一観
で
は

あ
る
が

、一画
育
一 :

n一な
る
た
め
か
的
の
如
く
水
中
に
溶
解
し
て
一a
る
全

部
の
一一一一素
を
呼
吸
に
用
一一一一）る
こ
と
が
出
來
な
い

。責
驗
に
用
ひ
る
水

の
溶
存
酸
素
號
が
等
し
い
場
合
に
は
'

一一一一始一
後
の
酸
素
の
殘
量
の
多

l
一五
-



算

一一一表
（魚

類

）

l一一
フ

ナ
一

和

金

二 -
国 :ft
0 i t

CI C-)_

_ 0

一f
M
t
f
'

二

一一．00i
-

0

．
-

．
-

l

F一 1

-s

一
ゥ
グ

ヒ

工
一C
0
0
0

・一一a一
二

一一・
0

于
，

一
三
・
八

一一一一・C0
1

一

一一”一一・ -，一一 '

-
-

一

」
一
-
．

=一

イ

パ
ー

ツ

一
一
一
'

・

一
・
0

ト

一
、ョ

三
'．ー

ル
ー

'一一・-
・
-
-

一
-

-
，l一
1
一
-
1

．
一

1

-

u
・

，・i
一一
．'-・

一

一

:

一

'

・・一'つ
．一

一一・一M
0

l
一一 :

・一

一サ

ケ

一一一
一一八
o

l

-
五
一?
-一
解

一一一o
．
o
c
-
-

一o

c
・-
一

一

-
。--

E l

0
・一-一y
ナ

シ

．

c:
'・

．
一一
・
，・八

:
:一，，，・一、'一一一一一

い
程
溶
一有
酸
素
の
減
少
に

對
す
る
紙
流
力
が
弱
い
と
考
へ
ら
れ
る

。

從
つ
て
此
等
の
一 :一…

識
-l-

類
中
で
は

:

難
の
雅
e
一が
最
も
''
般

素
の
減
少
に
對
し

て
一船
い
こ
と
に

な
る
o

af-
は
假
一一 l一一の
飲
．態
に

陷
つ
て

か
ら
二
時
間
其

性
に
放
置
し
て
お
い
た
後
で

，
酸
素
が
充
分
に
溶
解
し
て
一一一一る
水
中

に
入
れ
て

一雖
生
し
た

。勿
論
此
の
場
合
に
も
一一一…・一
．

-

-

:一一一一素
は
完
全
に

消

投
さ
れ
て
ゐ
た

。な
ほ
他
の
責
驗
（二
）に
於
て
は
實
驗
開
始
後
三

一

-
一
六
-

時
間
経
過
し
て

も
生
存
し
て
一e
た
が

、
既
に

溶
存
酸
素
は
零
と
な
つ

て
ゐ
た

。此
等
の
實
驗
の
結
果
に
よ
り
師
は
一一一一一一一一一素
の
水
中
で
も
短

時
間
は
生
命
を
保
つ
て

一0
る
～:
と
が
出
來
る
こ
と
が
わ
か
る
o

事
資

站
は
自
然
牌
で
器
存
酸
素
の
缺
乏
を
き
た
す
p
-
-
i

::

の
あ
る
泥
中
に
一
潛

ん
一c
-e
る
も
の
一一J
あ
る
o

上
記
の
如
き
結
果
か
ら
溶
存
酸
素
の
消
失

す
る
懸
念
の
あ
る
様
な
池
沼
を
養
-lia
に
利
用
す
る
場
合
に
は

、
的
が

最
・
f
養
一一一に適
し
て
一e
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

。'金
魚
は
齢
よ
り
變

化
し
た
も
の
で
あ
る
が

，
面
育
の
み
に

よ
つ
て
繁
殖
が
行
は
れ
て

一一-b

る
の
で
一一一…存
一一一一素
の
缺
乏
に

對
し

一J--一一 :

，--
力
が

一一一いの
で
あ
ら
ぅ
o

ウ

一一一，
ヒ
は
一''-一
動
，1:-
一一一一，，一一一一一で
あ
る
か
ら
酸
素
の
消
使
量
が

大

で

あ

る

。之
に

反

し
一一一…，-
::

'-
-
-

一素
の
減
少
に

對
す
1
・
0

一一一一一 :一一一力
は
弱
い
o

一
般

に

f
-一な通一動
・一一一・一
行
な
〇

'
酸
:
，一f:
-
-

多
:

-

M
::

， 一
に

消
費
す

る
'， :
-

-

一類
性
酸
素

の
減
少
に

對
し
一・・J
一一一r-
-

n
力
が
弱
い
様
で
あ
る
o

フ

ク
ド
ジ
ョ
・

，
・
，

は
資
驗
の
結
果
よ
り
み

て

，
用

W
に
よ
る
呼
吸
だ
け

で
は
水
中
に

一一一…解
し
て
-

0
る
酸
素
を
-
'--

く
消
費
す
る
こ
と
が
出
來
な

い
こ
と
が
わ
か
る
o
一一、一一る
に
ド
ジ
ョ
ウ

は
池

．
-

m
底
'

の
溶
存
酸
素
の
消

失
す
る
様
な
場
所
に

も
使
息
し
て
e
る
o
一
期
る
場
合
の
溶
存
般
素
の

不
足
は
ド
ジ
ョ
ウ

の
特
殊
な
習
性
で
あ
る
大
氣
中
の
酸
素
を
利
用
す

る
場
呼
吸
に

よ
つ
て
補
ふ
も
の
と
思
は
れ
る

。

イ
パ
ラ

ト
ミ

ョ
も
溶
存
酸
素
を
呼
吸
に
用
ひ
盡
し
得
な
い

。即
ち

無
酸
素
の
水
中
に
は
生
存
し
得
な
い
こ
と
が
賣
験
結
果
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
'

）
イ
パ
ラ

ト
ミ

ョ
は
好
ん
で
溶
一 :-一 :，酸
素
の
消
失
の
恐
れ
あ
る

一一 :一し一一一一地池
沼
に
法
e
し
て
一一一一る
が

、
之
に

よ
つ
て
溶
存
一一一一素
の
m

番

な
表

一一n-一一一は
水
一
単
間
を

游
冰
し
て
e
て
無
酸
素
の
n9
ll-
に
は
使
入
し

な
い
も
の
と
考
へ
ら

一m一の
，一一一一・一m一が

と
は
、
姚
館
の

一

で
あ
る
と

一一ふ
れ
:

・

，-

。

一一一一一一一一一の
減
少
に
對
し
て

一一一一一一一一．力が
最
も
弱
い
こ

に

一f、
酸
素
の
多
く
港
解
し
て
一0
る
清
水
が
必
要

と
よ
く

一一一一一す
る
も
の
で

、
難
館
の

養
m
を
行

ふ
に

営
つ
て
は
水
一一-aと同
様
に

溶
存
--l-
素
に

就
い
て
も
細
心
の
注
意

を
一一Wふ
必
要
の
あ
る
～:
と
が
認
め
ら
れ
る
o

結

論

前
述
の
如
さ
資
'一一一に
よ
っ
'

，・一器
，'
-
一一・一，，fの
a
M
ルッ
:一以
は

一--乏

る
抵
読
力
を
調
ぺ
た
結
果
か
ら
考
察
し
て
み

る
に

、
湖
沼
の

素
の
消
失
す
る
一
府
に
」一一一 :

-

・一M一．一期
の
飼
料
に

な
る
一一一- i
是
動
物
-一下

ン
ク
ト

ン

或
は
産
'-

，一一動物
は
一
期

時
間
な
れ
ば
，
'

．M
，

息
し
て
ゐ
る

無
酸
素
一一一一一が
必
」一一
，・し
も
無
生

:

物
:一一一…と

は
限
ら
な
い

。然
し
前

以
下
の
水
・n
動
物
-
・-

も
'
一同
一一一…一一，，-或
・一-
溪
流
等
に
接
息
し
て

る
様
な
池
沼
で
番
，烟

を
行
ふ
場
合
に

は
的
が
最
も
通
し
一・・、一 :一一る
こ
と

が
明
か
で
あ
る

。概
し
て
活
波
な
運
動
を
な
し
酸
素
の
．m・
，，-
-

，

量
の
大

き
い
一m
-

，一川
程
一一一…・'
，，-
．
-
-一一素
の
減
少
に
對
す

一，一一一M一一一一一一力
が
弱
い
o

從
つ
て

:

波
な
る
連
動
を
行
な
一一ぃ
冷
水
を
好
む
姓一一解
の
養
城
に
は
特
に

溶
存

酸
素
の
一M
少
に
:
'
、n
意
す

る
必
要
が
あ
る

。有
機
物
質
が
多
量
に

溶
解

し
一一」一一ハ一て
，一構
在
破
素
の
缺
乏
を
き
た
す

様
な
池
沼
に
楼
息
し
て
一a

一，-一一一川一期
が
必
・

ず
し
も
一一一一一 ::-一 :

:

酸
素
の
減
少
に
部對
し
て

抵
続
力
が
銀
い
と

は
限
ら
な
い

。洞
-l-=
・0

表
:一一一一一一一〈--一 :-一…一．一一 :-

五
W
一は
し
て
ゐ
る
a一期
は

一
般

に
一一一一一一一一::船n
素
の
一M
・一一一一成
-j:

1一、乏に
對
し
て
一新

一 :一一一力
が
明
く
-

味
后
に

一一--・ ::心
し
て

b
る
一m
一一和一、一?一一一、い
。
特
に

．一～、一一 :

:

酸
素
の
缺
乏
を
き
た
す

恐

れ
の
--b
-
'

J
一

．
'm
-一一一一m
・一，'

利
用
し
て

養
・

E
-

・一・，． '一一・一Mf
場
合
に

は

一一一…存
酸
素
の

缺
乏
に
對
し
て
紙
拡
力
の
成
可
く
一一一一一一-いa
期
・一一一，・
選
ぶ
可
き
で
あ
る
o

事
る
に
池
一一一…を
利
用
し
て

養
故-
を
行
ふ
場
合
に

は
水
温
及
び
E

料
に

就
い

一・一一一一:-一
分
な
調
・一n
を
な
す
と
同
時
に

器
存
一．般
素
に

就
い
て

も

調
本n
を
行
:

、

．）
、 ::M
-

，--
の
性
状
に

一一一した
報
知
一一～， ・
'

選
ん
で
增
殖
を
同
る

可
き
で
あ
る

。
な
ほ

一一
，
-一 :

:

n
-一素
の
減
少
に

對
し
一一J
M一一一批
力
の
一一的
い
組

期
を
（M
市
す

る
場
合
に
は
常
に
水
中
に

一 :-一…
解
し
一一・一，0
る
酸
素
の
減
少

を
き
た
さ

一'一
る

一一一一に注
意
す

る
こ
と
が
一一一-
要
で
あ
る
o

文

款

羽
-
更

一本
、一一一一一一一一地
池
一m
の

一 :-
究
o

一
、
味
組
に

:一一一一け
る
混
淡
地
一=
‘o
路

水

一一9・
難
一一．一、六
修

、
一
九
一一一六
、一
四
三
-

一
五
一
一u一
、．
七
修

、一
九
三
七

一
三
-
:
三
〇
一u lo

l
一
七
1

鐵 七 十

期
は

一一---
在

一一一素
の

一M
少
に

對
し
て
:一一一:一一一・一':-'が
-m
い

。
な
ほ
識
一 :-

一

」識
期

中
に

は
長
時
間
無
酸
素
の
水
中
で
生
存
し
て
b
る
こ
と
が
出
來
る
M

期
が
一0
る

。

一
般
に
一m一期
は
無
酸
素
の
水
中
に
一一 :-一一M一
、-
-

:
:

心

し
得
な
い
が

、一一田一の
み

は

一一一一，-
酸
素
を
完
全
に
消
--l-
し
盡
し
な
ほ
假
':一一の
一一一態で
数
時
間
は

無
酸
素
の
水
中
で
生
命
を
保
つ
て
ゐ
る

。故
に

溶
有
酸
素
の
一一一失す



號 七 十 三 第 年 十  第

院
々
長

S
-

）一一'-
．
-

，-
，-
一'

氏
の

T
h
c

N
a
t
u
r
a
-

i

s
t

i

一一ン
ー

a
n
c一一ur
i

a
に

は

C
h
i

n
eselE
W
e
l

s

と
書
か
れ
て
-b
る
o

本
邦
各
地
や
支
那
'
滿
洲
な
ど
に
普
通
に
藤
す
一・一一一一一一一は
そ
の
學
名

を

一
般
に

rn
=

，．・，～7
一一・一一，・
一・-l-
-・・・
（L
-

z
，-
，--

:，-・
、'．-

，
-

）
と
書
か
れ
て
一e

る
が

，
こ
れ
に
は
大
い
に
疑
間
の

存
す

る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て

、
～::
れ

か
ら
少

し
く
こ
の
e
'
の
學
名
に
就
い
て

考
察
す
る
こ
と
に

し
や
う

。

ま
づ
學
・一一一 :，．・一 '論
-l-
る
に

は
歐
洲
産
の一一一一一一と
一m
細
一亞
J!P
ち
本
邦
に

普
通

に
産
す
る
船一と
別
屬
別
種
・
一
あ
る
か
成
は
-i
屬
異
一一一n
l-
あ
る
か
或
は

一金
く
同
n一一一で
あ
る
か
の
間
題
を
解
．火

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。最
・一一一

ま
で
は
歐
洲
確
の
船一はそ
の
n一名を
-

f
'-
'

、、、-
'-
-

・
''
．、、'
、一～
、一一'，'
I

、一ン'ン
'A
-

-

:

'
，-

と
し

、=
本
や
支
那
'一湖
洲
床
の
1-f
は
前
記
の
學
名
で
呼
-r
れ

、
明
か

に
別
一-
別
観
の
e一と
一認
め
ら
れ
て
e
た
の
で
あ
る

。そ
し
て
こ
れ
等

C
a
t
f
i

s
l

'-

s一一e
，-
t

，fis
一一
又
は

一一，c-s
と
呼
ん
一一-一一e
る
o

上
海
博
物

ナ

マ
ズ

（奈
萬
豆

、
奈
末
都

）
と
は

「一前
カ

ナ

」と
い
ふ
意
か
ら

由
來
し
た
名
前
で

、
漢
字
で
陸
と
書
き

'一一一一一湖で
は
鱗
無

（-l・ヤ
ム

ヒ
ー

）
支
那
で
は
始-
a
、

（N
i

（・n
Y
-
' i

）又
は
一W5
角
'
と
い
〇

、
濁
連
で

は

一一一，c--a
-

D
o
n
a
u
i

v
c
l

s

或
は

一Va-
l

e
r

と
い
ひ

、
英
國
で
は

兩
将
の
最
も
一9
…一一要
な
差
異
と
し
て

「歐
洲
産
種
は
上
額
に

二
本
'

下
-llf

に
四
本
即
ち
合
計
六
本
の
觸
M
-

m一を
持
つ
て
一eb
る
が
東
一一E一一一一議
は
上
期

に
二
本
あ
る
こ
と
は
前
者
と
同
機
で
あ
る
が
、
下
頻
に

は
二
本
し
か

な
ぃ
即
ち
全
部
で
四
本
の
觸
一一一一一を
持
つ
の
み
で
あ
る

」と
こ
う
考
へ

ら
れ
て
一e
た
も
の
で
あ
る

。
と
こ
ろ
が
一
通
一・一一一一・一一一一一海
責
驗
所
に

，一一一 :ら
れ

た
阿
刀
田
研

二
一 :一 :-一--は
我
國
の
一一l一一に
も
稚
作
在
':'
時
代
に
は
下
一一，一に
四
本

の
觸
鑑
を
持
つ
て
-b
る
一
，．．．一
と
は
洲
確
組
と
f
M一n
）の
な
い
こ

と
を
發
見

し
動
物
學
報
誌
並
に
東
北
帝
囲
大

一a・理
科
報
告
に
發
表
せ
ら
れ
た

。

即
ち
一E一一化
後
八
r1
目
位
か
ら
体
長
:
-

m
に
達
す
る
頃
の

一 :

-
:
' :
・一-一に
て
は

將
來
消
失
す
る
と
こ
ろ
の
第
二
下
一一一一Ml-一は
却
つ
て
永
存
す
る
第
i

の

下
一一一一整一一一よ
り
よ
〈
發
育
し

一，．-一一 :一一る位
で

、
長
さ
も
第

一
下
顔
一一一一・よ
り

少
し
長
い
程
で
あ
る
o

し
か
し
一 :

-

が
次
第
に
成
長
し
体
長
が
・一・
一c一一一

以
上
に
な
る
と
、第
二
下
m
-llf
'一一一は全
く
弱
・一一，
し
く
細
く
な
っ
て
'
体
長

が
約
6

l
7
c
m
に

成
長
す

る
と
，
こ
れ
は
自
然
と
脱

一一一一…
し
て
し
ま

ふ

の
で
あ
る
o

そ
れ
故
に
我
国
の
一一一一一で
--
体
長
s
c
-

一一以
上
の
も
の
で
は

す

べ
て
四
本
の
一f
義
を
持
つ
の
み
で
あ
る
o

歐
洲
産
一組
は
成
大
し
て

も
第
二
下
一一一一一一一一一一を
永
，'行

す

る
こ
と
は
こ
・・・一に
記
す

ま
で
も
な
い
が

、

l
一
九
-

小

林

久

雄

考

羽
同
・一 :-一一一一一一'
lf
路
器
操
測
の

特
異
--…
o

本
採
測
に
n一一け
る
生
物
o

科
必

一・
、八

9
-
1

一
、
一
九
三
八

、
五
三
-
五
五
'

」
-n
o

羽
川

良
一本
'
捕
本

義
明

、
-一一似
測
の

水
f質
と

生
物

。一一一一水
--
難

一一一一、
八
・一修
、

一
九
三
八

、
五
三

1
六
七

」
--i

高
・一一一一三
次

、北
-f-
道
の

測
．-a
に

一成い
て
o

北
m

l

in
:一
化

一一一M・
協
一一W
會
報

一
二
競

一
九
三
七

、一一一一，i
三
五
一n
、

・

高
要
一一一次
'
飛
島

一u一一-
、組
定
測
調

一一一一一 :一
北
海
通
水
・一一一一一一 :

，驗
一場

、水
産
翻
益

報
告

、二
二
册

、一
九
三

〇

、一
-
六

一一n
、一
六
同

。

高

一一一一一三
次

、一一一一:- :

…

救

、
然
別
測
調
発

。
北
海
-一 :

一一水
産
はp
，随

場

、水
産
調
発
報

，
:
:一、

二
九
册

、
一
九
三
三

、一
1
四
八

一u一
、一
九
同
o

上
野
益
三

、・一一環一一一一一'紹
と

そ
の

生
物
o
:一刷一物

及
動
物

、一一一一一一一
、一
九
三

七

、一

二
・一ハ
一
-
一
二

一ハ八
一n一o

l
'

野
一一一一'三
、調
・ :一一一～一一の底
-

性
'動
的

、 :

M一物
・-
、的
物

、
，- :

-

一一一u
'
一
九
三
七

、一

八
三
〇
-
一
八

三
-

八

一-一o

渡
邊

一一一一a
、銀
英
:

l
'
・一『月
湖
測
水
の

酸
素
合
有
最
o

一一一一理一a・E
:

論

、
七
卷

一
九
三

一
、
三
六
三

-
三
八
四
一員
o

I
-
i

r
9
e
-

E
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・
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C
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u
d
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l
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S
u
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e
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n
9

S
t
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n
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C
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s
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．
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b
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t
r
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T
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．
;・n
s
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．
S
c
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．
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-
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o
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M
:

-
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c
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:
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n
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i
s
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S
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（
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・
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l

） l
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．
t
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o
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i
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:
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．
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上
記
の
事
一
買
が
一一一一一一'見
せ
ら
れ
て
か
ら

、
こ
れ

等
'

出
者
は
樹
め
て
近
機

（今
一一一一一一一一一一'一
/

ゐ
た
ょ
-l-

）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

、般
然
そ
の
學
名
に

就
い
て
検
討
の
一要
が
起
つ
て
來
た
の
で
あ
る
o

田
中
茂
細
m
士
は
こ

れ
に

一就
い
て

近

一者
「日
本
の

一一一期
」中
で

S
-

l

u
r一一s
9
-

a
一一 is
a
s
，
）t
u
s

（L
r
-

，-

．W
．）と
改
正
し
、即
歐
洲
産
種
と
は

一一一一一a-一一で
あ
つ
て

し
て

上
記
同
刀
川

一一 :-'--
の
報
:

背--
を
基
礎
と
し
て

「ダ
一一
ュ
ー

一
，河
の
も

の
は
外
側
の
一
對
（第
二
下

．
---n
-

．一のこ
と

）も
水

在
し

、
他
地
方
の
ナ

マ
ズ
は
全
く
こ
れ
を
消
大
す
る
理
山
は
ゎ
‘
か
-
ら
な
い
が
:
' :
等
が
同

一

M
極
で
あ
る
こ
と
の
一---E
明
に
な
一
、一こ
L
，一‘、-
m
-

一は
れ
る
o

從
つ
て

二
名
式

と
し
て
'

同
一

-m
-

・

名
で
呼
ん
で
も
い
--

常
-

で
あ
る
が
著
し
い
此
の
相

一・
い
．-

，-‘
-;

る
の
と
'

一m一
理
-一」 r的
に

分
， '・

---

の
-j=

一、通
し
て
リ
ー

一・一'-一
．

-

:一一 '三
名
式
に

し
て
置
い
た
方
が
使
利
で
あ
る

。こ
，'一一．

．
-
は
た
e
使
利
上
か
ら
の
手
段

で
あ
る
か
ら
'一
名
式
は
一-一-llf
や

變
一一一一一を
表
は
し
た
も
の
で
-
'

，・く
一=-
に

-
一の
fl
，速
し
て
一e
る
こ
と
一一一・:一
示
す
に

留
ま
る
も
の
で
，

-

一一-
る

」と
明
記

l
二
〇
・

-

る
期
'

lll1
は

、
一
1l-
年
明
か
ら
一一1・
，-:
は

S
（一一一 it
t

の

M
-

）s
-…-

:W
大
學
動

物
學
教
室
財
屬
m
物
館
の

（-
．一一，． Z
，-
一ー・f
-・-
-

，

氏
と
彼
我
-
-

識

標
本
の
交
換
・一一・'
行
つ
て
一elb
た
が

、
偶
々

中
央
ア
ジ

ヤ

の

A
-

':一一
湖

（1ii-
湖
で
A
r
a

一海
と
も
い
-

）
に
:

-l-…
〈-

A
n
-

u
D
a
r
i

一一
河
の
（-
c
-

t
-

（-
）-・:
c
-
l
i

9
i

t

-
・一一a-
a

附
近

）
で
．一一・一一集
さ
れ
た

一一一一一一'一一一、一'一、
．・
rr
～

（一一一 '、・
の
:a

本
が
手
に

入
つ
た
の
で
'

よ
く
'

E一一一'c
を
比
較
し
て
見
た

（一評
し
い
報

告
は
別
に

一一一r1く
總
定
で
あ
る
）
と
こ
ろ
'

前
記
の
觸
漿
の

敬
以
外
に

に

一・'．，し
い
:

-一一・'
異
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

。兩
:n
を
別
-f
と
考

へ
る

程
の
差
異
'一認
め
ら
れ
な
か
っ
た

。
然
し
一一一者
を
同

一一紐内
の

型
の
和
異
と
見
な
す

だ
け
の
操
推
も
な
い

（田
中
博
士
も
同

一一一一n
と

商
定
す
る
だ
け
の
操
據
・一一一一・ :

示
し
て

，-・一一/
い

。
同
一m :
，一・'
の
前
=
．の
一
へ

で
～

一
．
M一
線
を
引
い
た
簡
所
'l-
・一一一'・
， ）別
一一 :n
と
． リ
・
，

め
-

L

け
a
ば
-

/

ら

，
・

い
程

な
特

．
・

M
で
あ
る

）
の
一，-
，
筆
者
は
現
在
の
知
識
で
は
=
本
一-一ち
一…一一一一-
の

船
'

は

-
-

-

一一一、・一・一・、
、

一・、一一、s・
一・一
．
/
'・

，'A-・ :
1

． '・・・一

と
す
る
が
般
も
灘
営
で

あ
る
と
信
・一「る
の
で
あ
る

。一着
し
果
し
て

さ
う
だ
と
す
る
と
多
く
の

し
'更
に

「布
前
、珍
布
、

」中
に
も
一 r

一一-
洲
ダ
一一
ュ

ー

プ

;i j
の
ナ

マ
ズ

--lf
を
こ
一 :
-ia
て
新
ら
し
い
屬
を
作
つ
た
り
し
て

一 :-一）
．a

は
六
個
の
一
報
を
持
つ
て

一0
る
た
め
別
屬
別
:
-一一一L-， 一考
へ
ら
れ
て
一eb
る

。

し
か
し
是
は
全
く
同

一
誠
で

、
率
ろ
斯
様
な
相
違
だ
け
で
別
趣
と
考

ふ

べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
・一一J
示
し
て
，0

る
-
:
・

」と
論
ぜ
ら
れ
た

。

l--P
ち
日
本
の
1n一も
-:一一一o一、一．-．-・一4-s・
一7
～

～
-

～
・一'．・
L
-

．
s
．
s
-
1
・ :
-

'-

一r一
と
呼
ん
で
も
よ

い
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る

。こ
の
'

用

者
の

一w-一一を
同

一
屬
の一一一M一と
考
へ

s
'-
'-一一、-・一、
．

と
す
る
こ
と
は
筆
者
も
:

資
成
で
あ
る

。 :一無
・
者
が
一こ
う
考
へ

く
り
ま
わ
し
た
が
結
局

L
-

，-1
'
N
Ei
の

S
y
s
t
e
m
a
N
a
t
u
r
a
c

の
第
-

版
'
P

．一一0l
（ l
7
c:
8

）の
一S
一、一、一'一、--
（-
．so
-

-

s

L
-

s
'

．
一一一 :

'

，E
-

．
':s

に
逆
展
1l-

し
た
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
o

次
け
9
心

の
，
-

，、、
さ
で
あ
る
が
我
関
の
--ia
に

就
て
は
精
確
な
続
計
的
研

究
--
来
だ
見
た
こ
と
は
な
い
が

，
大
体
:

-

o
c
m
前
後
の
・一m
が
多
く

、

捷
一一一…一湖
の
や
一，）た
廣
大
な
水
域
に

於
て
は

一一一一以
上
の
も
の
が
時
々

見
ら
れ
た
記
難
が
あ
る

。
．il-
い
記
嫌
に
よ
る
と

、も
っ
と
も
っ
と
大

形
の
も
の
が
あ
る
が
多
少

信
用
の
置
け
ぬ

一一一一一が
な
い
で
も
な
い

。例

へ
ば
畔
国
一
零
山
の
水
族
志
に
は
次
一一やう
に
書
い
て
あ
る

。
「本
朝

I

ナ
マ
ズ

食
鍵
目
…
…
中
略
-
:
大
者
至
一一三
四
十
Jr-
一

大
和
本
革
日
姚
a一 :

-

:一一一

大
な
る
者
あ
り

一一一一 :

-

-
-

一一一一 ::一此
一E

一大
有
・一 :

:

ル

六

，
:

-
-

-一に
至
る
木
内
一:
-
'

一一一江
州

一

竹
生
島
大
浦
沖
多

，一'-一・一一一一一一一一一一に
は
七
、ハ
:

-
-

-
-

・
:
-一一な
る
者
締
に

あ
り

と
一一一一」-

一

又

「湖
a一考
日
測
北
竹
-一一nS一の
深

一一一に
は
残
、'
に

「・・一・一一
，ナ
マ
ズ

」多
し
'

第

又
沖
の
島
竹
島
邊
に
も
ぁ
1ll
，:
'-
～

-

n
田
の
油
人
す
ら
釣
得
か
た
し
さ

十

っ
さ
'

5
洪
水
に
一加
一川
部
長
一a一の市
に

南
一一一n一一一に
て
取
得
し
を
持

一uし

年

を

一るに
十
じ
M
=
長
一・'c
丸
K
．
．
-

・

=一，外
四
'

力
'

K
の
物
は
八

丸

本
・一'）a

洲
の
淡
水
e
一中
で
最
大
に
達
す
る
e
'
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
o

又
前

記
の
S-

一-．'（
）-

．n-
．，
，'
の
論
文
（タ
イ
ト

ル

の
英
名
:

，，，・一一一一一
c
o
n
t
r
i

-

）-
一t
i

一一一一

t
-

-

t
h
，一

一・一，一一o
W
一c
-

9c
o
f

t

一一c
I
c
-
-

t

一一y（-
一f
a
-

m
a

（-
f
'
t
'-
c

R
i

'-

，

．

K
u
l

） :-
ni
）に
よ
る
と

一（，u
一）an
河
の
一n

l一一の
体
長
に
就
い
て
次
の
や
う

な
表
が
あ
る
o

本
文
は

一・一一一一:一一J--
あ
る
力

ら
M

筆
者
に

は
な
か
な
か
誠
め

な
い
が
左
の
表
で

，、さ
の
概
念
が
得
ら
れ
る

。

l

0
0

-
l

-

一一一）
-
l

）0
-
l

-

l

．）l
l
-
-
～

0
0

-
-

一一2J
一

-
:

～
:

）0

l
tn
-・一一J一-
:
-

0
0

t

0〇

S

）

5

」な
ど
と
ぁ
・

・
や
ぅ
な
の

が
そ
れ
-:-
あ
る

。

長
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
七
'

八
:

-一、
，力一-f
一
文

．
，
に
な
る
と
い

ふ
こ
と
は
筆
者
に
は
信
じ
ら
れ
な
い

。前
記
の

s
．
）一一'一一・一， 1

・一一，
の
浦

洲
の
1-i
f

に
開
し
て
書
い
た

一
節
に

も
一一一一一一'位
に

ま
一一一
進
す

る
と
書
い

て

あ
る

。
こ
れ
位
が
・
…

，一-一の
船一の最
大
体
長
で
は
-l一い
か
と
一…u
は
・a

る

。
と
こ
ろ
が
成
洲

一座の
、一'、' l-

・

一一・、
、
．
・

、．、、，一、、・一'・
は
・一0一程
大
き
く
な
る
も

の
．で
獨
進
の
動
物
・

以一出一rォ
見
る
と
・

、
-
-

通
:
:

l
・
， :一一位
に

:
l-
ぃ
て
あ
る
か

ら

一
丈
以
上
に
な
る
も
の

一:t一:通
に

あ
る
に
異
'''、一一 :
）な
い
o
〇

一-fo
一'（一の

． j
l=L

-
s
-

l

c
-

t

，fi
，一一?
，- i一一一い
て
見
る
と

f
-

・c
．，一一，・一，-，，a
t
c・r

f
i

-・一一一一

の

Z
-

-
-
'
， :-
r
t（
・1
'-

）u
c一一を
見
る
と
一

一一．
一一一一一・ :-

「一-・:-
．．．
-
-

:

'

．
-

） i-
，・一一m
-

a

一一g
-

（
-

e
r
9
r・一、
）s
-s
t
c
S
i

i
s
s
:W
a
s
s
e
r
f
i

。・c
l

I
．

、u
r
-

）:P
a
s

と
ぁ
つ
て

、一=一一～-Eに
角
歐

昨
秋
東
城

一一一・開・ :
，ーハ
'

學
の
一無
'-
:一一三
博
士
・-

東
一型
一nf
网
大
學
の

一--
者
の

前
の
研
究
f
で
御
合
〇

し

一f'
節
-

御
一 '-
に

よ
:

・J
と
-

、降
0
M那
'-

--
． I:
に

も
六
本
義
の
一一M一が
ゐ
て
．一一〈張
り
非
常
に
人
形
に
達
す
る

が
'
同
:

一一一一〈
-

，又

は
満
洲
に
ゐ
る
四
本
n
強

の
:

n
-一一は
そ
れ
程
大
き
く
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た

。こ
の
様
に

大
さ
の
期
:

か
ら
考
へ
て
も

一用者は
別
械
の
や

う
に
一…u
は
れ
る
の
で
あ
る
o

ナ

マ
ズ
と
は
前
に

も
記
し
た
や
う

に
一一一かな
と
の
意
で
あ

，一一一
と
い

ふ
が

、満
か
な
a一は
べ
つ
に
船一の，～
と
は
一一、らな
い
が
'-a
電
一一一一，一に
一一一．-一

一 :

M一に
特
有
な
鱗
を
．
'

持
つ
て
b
な
い
o
即
ち
一一一一一一
は
通
化
し
た
の
で
あ
る

。

一．一一一湖
や
支
那
で
船
W

の
こ
、・一J・一一一 :・
確

一a
一、・一J:-一:
く
こ
と
が
あ
る
と
い
・・一・一
、

こ
れ
は
少
し
矛
后
し
た
名
前
で

、
無
．

-

-

・一-一と
書
か
一a
．

ば
な
ら
な
い
で

は
な
い
か
o

，・一 :一生
物
學
の

一a．ふる
所
に

よ
る
と
'

船n
は
配
科
の

一…一一か

ら
山
來
し
た
ら
し
く
、
鯉
科
の・
・一一一一では
立
一一一一な大
形
の
鱗
を
持
一一'
て

0
る
が
、
こ
れ
-
::
-

-
f-
-

:

に

進
む
と
選
化
の
一間
向
を
示
し

、
相
め
て

徴

I
二

一
1



れ 息  な 索 被 表 る  フ, し') の fh、持 の こ 海? て 出 た 小
る 場 陸 器 に い 度 と の i i'111 有 llil 1 つ 観 の に つ 音 次 來 の と
こ 1リi の 官 相 -ご 細 i? -〔1・ 'i. 無 の て ti こ 書 . て は に  る で な

り
一一m一と
，
こ
れ
に
近
い

-
ゲ

器
に

至
つ
て

全
く
消
失
し

あ
る
c

こ
の
こ
と
は
化
石
の
上
か
ら
で
も
一-lIE
明
す
る
～:
と
が

と
い
は
れ
て

ゐ
る
o

も

一
度
陸
の
期
義
の
こ
と
に

的
る
が

、
ナ

ー
マ
ズ
ヒ
，ゲ

と
い
つ

官
更
の
別
名
と
な
つ
て
--b
た

。維
新
後

'・

能
を
生
や
す
官
更
を

と に 体 i- 管 ?t通o あ 、i li も r? o) と 、? ナ lが よ 色 あ 役 て の ;) る く  u i i の る 一, を て マ
あ つ は る 立  ' 田 中  °ら ち と  o つ l9' あ ズ ,

一着
し
く
は
ドi
-

る
o

何
時
も
-

1
:

-一一一一一:
べ
苦

一大-

の
型
を
代
表
-

～:
の
點
同
じ

一

述
つ
て

わ
る
一

に
'
'f

．
i「の
有

べ
る
と
分
．-

．
・

・
-
1

一
に
よ
く
細

に
は
血
管
や

に

あ
る
度
府
一

觸

一一一，-一は
味
発
一

つ
も
の
で
'
-

と
い
1l;t
:
-ta
ば

一
般
に
1ll-
次

一

て
種
一一一と
響

る
o

一一一一一一一一一一湖
:

-

ウ

と
い
つ
た
と
い
ふ
こ
と
が
大
言

た
一n
M一一一の
湖
を
な
が
め
て
ゐ
る
と

、

じ
得
な
い

。こ
の
船
W

の
腦
義
は

，
lr一

も
の
で
あ
つ
て
'

中
一-
に
一．--
-
=

を

で
も
'
理
や
-一一一一一一-
の
や
う
な
的
一--:l

あ
る
o

換
'-

':

す

れ
げ
船一では
觸

一'理

ま
で
開
．・

，
-'
1

/
-

J
-

:一，け
c-
、
則一一-
'

--r:一期

大
切
な
も
の
一一'J
あ
:

0

こ
と

一、一--nけ

的
/

構

一mル
評
細
に

i一ら
ぺ
て
見

も
入
つ
て
b
て

、
-fl h
經
の
末
端
は

一・一lC
u
t

言
c
-:
-
-

s
t
:

-s
t
r
l
-

）一一-
に

一一-る
も
の
で

、
從
つ
て
食
-ilf
の
探

購
．生
理
生
態
必
一・
的
に

見
て

も
重
要

な
い
o

腹
面
は
-和
自
色
で
あ
る
が
'
權

あ
り

、
又
時
に
赤
色
の
も
の
が
現

で
は
こ
の
赤
色
の
一一n一を
一
排
一一n一と
い

l
二
二

-

ふ
o

水
族
・一一一一一に
よ
る
と

「欧:-
蒙
:

一一色赤
を

「ァ
カ
ナ

マ

ズ

」と
一一一測

魚
考
日

「赤
ナ

マ
ズ

」清
水
池
の
う
ろ
并
川
に
あ
り
一状
常
の

「ナ
マ

ズ

」の
如
く
に
し
て

-if
赤
く
〇
れ
に

針
あ
り
大
き
さ
二
三
寸
一・一:一寸
な

る
物
稀
也
-
…
中
略
:
…
・

「ァ
カ
ナ

マ
ズ

」龍
按
湖
在

一'同
一識
=
又
一

範

「ァ
カ
ナ

マ

ズ

」あ
り
惣
身
淡
一一一不
色
に
し
て
一m
-f
は
白
く
一一一一一一一一一一
「'--J常
の

も
の
に
同
じ
大
さ

K
許
の一
も
の
あ
-

）遊
稀
な
1-

'何
・ ::
-
-

-

a
l

・

な
る
べ
し
標

に
・一一 :?
す

べ
か
ら
・一「と
一一一もの
な
り

」と
あ
る
o

布
、期
の
色
素
細
胞
の

分
布
や
そ
の
生
理
を
知
つ
た
な
ら
ば
，

こ
う
い
4
色
の
一表
つ
た
価
体

の
現
れ
る
こ
と
・一 :-一
何
も
不
-
-

一
．一一は
な
い
～::
と
で

「一一…一・な
-一一

．
ば
-l-
'に
食

ふ
ぺ
か
ら
ず

」と
恐
れ
る
心
配
は
少
し
も
な
い
の
で
あ
る
o
:

数
識
の

色
素
細
胞
の
消
失
が
追
々
に

現
れ
る
時
は
購

一一一する
部
分
一に
・

M
'

-

-一一一．一一一‘一

形
成
し
て
一nn
一世
．洞
で
ハ
ー

イ
ー
ト
'コ
ー

ナ
ーマ
'

ズ

と
化
黑
色
の
地
に
，一9
・

色
の
‘班

紋
の
あ
る
も
の
や

、
又
色
師酬
と
か
金
一-
一と
か
い
ふ
や
う

な
色
能
が
生

一「る
の
で
あ
一/

o

水
族
志
に
・一・0
る
シ
E

ナ

マ
ズ
は
全
々

色
素
細
胞
が

-l「-央
し
た
も
の

（こ
れ
を
自
化
理
象

A
n
） i一一（）
と
い
ふ

）で
、
又
こ

の
他
同
志
に
は
ゴ
ー
マ

ー
ズー

・
イ ー

ヮ
ト
-

f
◆

キ
チ
ャ
ウ

等
の
や

う

な

極
・一（
な
色
の
も
の
を
記
載
し
て
一eb
る
o

付

我
が

朝
鮮
に
は
一一0-一 :
開

の
小
形
な

一
種
の
陸
が
一0
る

～:
と

が

最
近
わ
か
り

、
一
昨

年

森
一一 :一一-3三
博

士
に
よ
つ

一J
j
-

）a-
'一一。'～、一一'-M
・
'

--l
7
'
、・一r・o
-

-

o
・一s
・

（
，一一一'．・
M
一一-
と

命
名
せ
ら
れ
た
が

、
一1J
れ
も
こ
の

觸

一效

の
數
は
我
が
國
の
普
通
独
と
同
樓
で

一一一J
-

:

、一一一一一一 :一開が
，
j-:
形
な
だ
け
で
あ

る
か
ら
、
學
名
は
-s一一一一・～-
一一一一s
-

一一一'-・・・o
・一一o
，・一一一一-s・
（M
-

-
）
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
思
は
れ
る
o

最
後
に

鯰
に
開
す
る
言
a
傅
へ
と
し
て

'
能
も
一一51 :--）
起
す
の
は
地

整
と

:

a
M一の
こ
と
で
あ
る
o

地
底
に

陸
が
あ
つ
て

'
-

1

，． J

れ
の
仕
業
に

よ

つ
て

・1l-、藤
が
起
る
と
い
ふ
こ
と
は

、-
-

' :

來
一似
'

へ
ら
れ
て
一eb
る
こ
と
で

何
出一から
こ
の
一k::
1一一）--一一へが
出
た
か
は

。那
者
に
は
'
わ
か
ら
な
い
が

〇
北
海
道
北
見
国
で
捕
れ
た
-B

近
'
明
0
研
究
に
よ
る
と

、
～::
れ
は
ま
ん
ざ
ら
意
味
の
無
い
こ
と
で
は

な
さ
さ
う
に
な
っ
た
o

l--
北
・--f
國
大
製
・

の
畑
井

・
小
久
保
'
用

博
士
の

研
究
に

よ
る
と

、-
七
時
間
前

北
海
道
に

は
之
ま
で
陸
の
分
布
し
て
一の
る
一1
J

と
は
知
ら
れ
て

-b
な

か
つ
た
が

、n-
年
-

、月
北
見
国
常

，
f
川
で
ホ
ン

モ
ノ

の
驗
が
-hl-
れ
た
o

に
:一 :…一一・常
に
一-一感
に
・'f
る
と
い
・・・
、こ
と
が
明
か
に
-

，一つ
た
o

，

そ
し
て

更

:
-

，-
．．-一後
附
近
に
一一一一一の
常
權
し
て
ゐ
る

に
地
'

．
:'

，一1に
開
係
あ
る
地
'

流

一米・
一一一a
-
-

e
，=
-

・c

一一-
と
そ
の
．-

-一一一一一一一
、一一一n度

多
分

内
地
方
'

-
か
ら
-
一子
が
何
か
に
附
着
し

と
に
相
四
．開
係
の
あ
る
こ
と
が

一r
一一f的
に
一
-
明
一一一一ら
れ
た
こ
と
は
談

に

興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る

。

一筆者
は
こ
こ
に
館
に
開
聯
し
て

'
こ
れ
に

一一期似
な
淡
水
a
、で
あ
る

ギ
ギ
◆

一'ゲ
ギ
ギ
に
就
い
て
も
書
き
度
い
こ
と
が
あ
る
が

，
こ
れ
は

他
日
稿
を
改
め
て
論
-l;
る
こ
と
と
し
や
う

。

（昭
和
十
三
年
三
月
二
十

日
構

）

て
來
て
一一一一化成
--
し
た
も
の

一，らぅ
と
一一一ふこ
と
に
な
つ
て
一e
る

。

標
本
は
北
海
一通
一一一一一一随一一M-一
化
場
に

保
1--
し
て
あ
る
が

'
伸
一一一一
大
き
な
も

の
で

，
体
長

一 :-
:

-一八
寸
六
分
あ
り
、
上
下
-

-llf
に

一一一一對
宛
あ
る
か
ら

、

多
分
内
地
一解
の
も
の
と
同
a
-一で
あ
ら
う

。機
會
あ
ら
ば
事
門
家
の
御

研
究
を
一願
〇

た
い
c

I
二
三



1
二
五

1

:-,i
(二i

室
一一一一一一一一一=、・ハ
一

入

一、

會

-，-
-

一
'C
i

一・

「00一

科

算

」决
算

一

i三組九1
;七會名

二
組
會
員

百
五

:

0
9

八
名

計

ill:
百
五
一nn-
七
名

備

考

本
年
度
中
ノ

異
動

一一一一一一亡
五
名

、入
會
四
十

七
名
ナ
リ
o

二

、構
M
総
ノ

刊
行

館
'

期
基
報
第
九
年
第
三
十

二
数
◆

リ

第
十
年
第
三
十
五
一一要一一一發
行
・一一會

員
其
ノ

他
開
係
方
面

一一
配
布
セ

リ
o

三

、
會

義

第
九
回
役
員
會
ハ

昭
和
十

二
年
五
月
二
十
三
日
北
海
道
態
算
解
化

場
會

一一一一一室
一一a
:一一
テ

開
催
ス

、出
席
者
十

四
名
o

第
九
同
一
想
一一W
・
，
同
．
-

一一一・七
月
十

日
北
:一一一一通一一一一一'第
解
ル一一一一一一重
n
室
:

於
テ

開

使
ス

、出
席
者
'-

=
名
o

配
時
役
員
會
ノ

同
．-一一・十
一
M一十
三
日
流
一一万
一一n-一一
於
テ

一総
セ

リ
o

出
席

者
†
七
名
ナ
o・
o

四

、試
験
事
項

（イ
）
動
推
魚
一例
青
組
書
試
驗

北
海
逆
館
'

的
解
化
場
構
内
第
一水
面
一フ
信
用
シ

a
整
魚
ノ

8
付
a
リ

販

一一一a-
一一
至
一一一一一一一一最
一・一一一一E一一度
ノ

飼
養
一一一一一用
一7
以
テ
ー

阿
育
シ

英
ノ

收
文
M

係
プ

明
ラ

カ

一一
セ

ン
ー

一一本試
驗
一7
施
行
中

一一・レ
一一一未
f
生
産
魚
一7
試

質
ス

ル

程
度
一一
重
ラ

ズ
o

（ロ
）
一一的一一一一一一效
E
育
式
，職

一一一、一一一一一一一一'船
一一一一一一M
粒
一7
成
簡
高

等
水
産
學
校
洞
益
測
一m一測
一一 :一驗
所
ヨ

リ

一一一一一入
解
化

，一一維
一一…一一
プ

池
中
的
青

，上
:

一一一一一ノ
成
:一一一度
及
歩
械
テ

型
一n一一'

ナ
リ
o

五

、助

成

'

根

一説一醒
'一算
養
-l-
水
度
組
合
・fl一
fla
及

a-
路
関
水
一一一一-會
・
--一
値
ノ

一一一一'-ff
保
護

一一

lla
ス

レ

器
一語
會

一M一一一
北
海
-ll-
能
一一a
-

一一一一化
場
員

一一
-llー
リ

組
設
サ
レ
タ

ル

向

上
會
一一・一一一一一-
動
成
金

・交
付
セ

リ
o

六

、表

影

北
海
、

:

1
=
--l-
能
一'!ll;
-lE-
化
場
移
-a
一一
對

一（
一一一記
念

一一一一業
ト

シ
テ

解
化
事
業
十

年

以
上
ノ

從
事
者
小
川

部
景

一'一一一一外二
十

八
名
一一
表
一一M一 :m
一一
配
念
品
一7
援

興
セ

リ
o

右
湖
場

一
致
水
認
サ

ル
o

報
告
第
二
號

北
海

．
:

t
:一----n
-

m一-
l

一一化
場
移

」
a
記
一一一一0-
l

r一
業
報
告

北
-fi
;--t
1

n
-一一一一 :

-
一一一化
場
一
移
題
式
典
、
'

:

～

一一一
視

資
會
ハ

昭
和
十

二

．一一一'七
n :

十
日
一解
一

會
組
ニ
ー

一
行
サ

ン
'

，一一一::一記
・一一一一事
業
ト

シ

チ

本
場
一一
造
開
及
組
室
ラ

建
設
シ

寄

的
一フ
ナ
シ

タ

リ
o

右
満
場

一
致
承
題
サ

ル

'

報
告
第
三

a
昭
和
十
二
年
度
决
算
報
告

le
一一一e
部

一一n一一

入

〇
第
十
回
總
會
記
事

本
會
第
十
回
總
會
は
去
る

七

・--九
日
上
川
村
情
要
峡
に
於
て

開
他

會

報

〇
能
第
の
生
態
的
研
究
連
絡
打
合
會

体

一確
漁
業
・
資
源
確
保
に

'
要
な
る
姓一館
の
生
態
的
:

．一一一一 :--一”-一に
保
護

に

就
き
適
府
照
救
度
の
協
・

一一一一n :

．a
た
が

、
更
に
:
:
:一一、体
的
調
益一一那
'-
-

-

-一一

定
の
爲
農

一M-・%::i・一・ :一一一0連
將
打
合
ノ

一一． '

．が
十

二
一 :f
M一一四一係
者
集
合
の
も

と
に
八
月
二
-
二
日
よ
り
二
十
四
n
迄
三
日
田
北
海
一''一一' :
-

一一1-
-:

總
，
化
場

に
於
て
開
仙
左
記
1

，・?一M
協
議
せ
-

）。

一
、
姓一節
一期の
生
態
研
究
一調
益
に
開
す
る
作

二
'
姚
，聽
解
化
事
業
械
売
に
開
す
る
作

一

二

-
・

一，解
:-u
保
認
に
開
す
る
作

〇

一一一海
:

的

一・一'
．
-
'

， :

太
兩
一降
水
産
事
務
い・
'一一:・一一M
密
の
開

一M'．

北
，-m
-

一通
一一一及一神太
・

．
． :一の
相
一開
聯
す
る
水

一-f事
一一一一一一に
付
-「〈一'::-

:

-
-
-一M
a
議
を

篇
す
一一一一 :

:

合
は
去
、る
・一 :-一一'-
:

-

，，・・
日
北
一一一一一一一通
一E一一嫌
解
化
場
に
-一一一9て
開
-M
さ
れ

排
太
，M一一ょ
り
は
村
井
水
一一一一一- :一一長
外
二
名

，
北
海
適
座
よ
り
は
-
出
水

産
課
長
外
・一，〈-一 :-一名
出
一用
せ
り

。
報 i

l
二
四
-
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l
二
八
-

三

、一報
收
入

一

二
五
〇

、〇
〇

却

代
-

1

年
入度

一
五
〇

、〇
〇

一
二

、五
〇
七

、九
四

文

出

la
時

部

收

入

科

口

一
，-n

描

要

ケ

月
分
二

謝
一n
三

〇
回

一
同
三

1ll1

二
七
〇

、C
〇

一
五
〇

、0
〇

七
〇
、〇
〇

五

0
、〇
〇
一

、三
五
〇

、〇
〇
、
一

f

四
〇
〇

〇
〇
．

-
一

三
五
〇

、〇
〇
一

一f
l

五
〇
、〇
〇

一

五
0
〇

、〇
〇

一

五
〇

、〇
〇

一
f
無

報

一
、八
〇
〇
部

一
部
十

五
一m一

二

」
-:
〇
一M
、， r

:一一-ーノ
他
印
刷
一M
-

一
、（
，C

名:Hl-'t1l l人tll-〇
五及量i大料名〇
国1lll liil11買代五 liii
傳成  回 、
十可t保 - 役
人業選 〇一員
等及 〇五會
。取 買〇一
對締 Inl ln'
ス 、一四 、三
ル研〇〇 十
和n究国回 名
助調 、、
益 出

四

、雜

-f-
一

一
〇

）y〇
〇
一

歩

」
-
'・等
」
-パ

湯

灣

健

二

北
支
派
-一一一…一一一一一一井
部
隊
本
部

報
重

」'-1=f
長

廣

-f

無
太
郎

高
国
市
第
一一
十
-f一険
少
一-ll
'一胞
隊

・一一一一一f-一一一
少

用

山

本

信

愛
知
縣
豊
橋
市
分
性
-

病
制
:

'

内
室
．

-一一一一
」ハー一一一長
鈴

木

一一一一一一

〇
-a
-8
人
工
解
化
事
業
成
横
一一一一一一
の
配
布

本
一通
・

の
難
館
漁
獲
高
の
消
長
は
放
流
排
一一一一の多
．一 :

-一一に
比
例
す
る
は

今
更
一W
-
:一言

を
要
せ
ざ
る
一一一一．普
な
，ハー一
事
實
な
り

、
依
つ
て
本
，-M
:
:

に

於
て

此
S
開
係
を
示
す

同
表
一一一
，作
成
し
過
般
廣
く
開
係
方
画

に

配

布

せ

--1
C

〇
會
員
消
息

Δ

異

動

半

田

芳

-

”
北
海
適
座
水
産
課
長
に
集
轉

密

藤

光

雄

北
海
一通
一一一一一一照
M
r

化
場
長
に

集
轉

Δ
出
征
勇
士

一一一一一f-
川

重

秀

（北
海
適
姓一館
解
化
場
--i
）

中

付

永

一

（石
-ll-
水
産
會
淡
水

養
一
，u-
場

）

大

深

義

夫

（北
-
r
-

一通
．
-

．一一一r一解一 :

化
場

一一一提
支
場
n
）

△
新
入
會
員

高

．
-
:

-

一一一一一代

一-=
石
特

一一石特
町
大
字

一・場
町
一
番
地

和

E

一

夫

画

一一一用本
線
L;
板
与
本
町
認
同

l
二
九
-
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三
〇
-

柴

山

文

一:，-

演

谷

良

一

-

'
-

・

、

一一''

一一一一・11
良

雄

長
谷
川

，
-

一一之
助

横

激
:一一n-一一

吉

野

网
之
介

鈴

木

庄
太
国

富

川

富
太
郎

竹

越

集
太
郎

谷

=
:

注

三

性
々

木

'

．
・
'

・

，ハ

:

田

俊

-死

寄

稿

歡

迎

一
、
随一g
淡
水
-

族

、
淡
水
一一一一一一m・
、
河
川

、測
沼
等
に
開
す

る
理
論
及
應
用
用

方
面
の
寄
稿
・一一一，-e一迎す
。

一
、本
誌
に
据
破
せ
る
も
の
に
は
薄
認-
を
品一す
o

一
、一一S-
-

一一一 :
別
刷
數
は
原
和
に
明
記
さ
れ
度
し

。一一
〇
部
ま
で
は

無
代
進
呈
す

。

一
、原
稿
用
紙
は
申
越
し
次
第
一，f
送
す

。

l

、本
誌
は
年
四
回

（三
月
'

六
月
'九
月

、十
二
月
各
下
句

）
發

行
の
豫
定
に
付

，
原
稿
は
發
行
理
定
日
の
約
一
ヶ
月
前
迄

に

':一一一解一雄
一報
編
輯
事
一n
業
一一::-

:

（北
海
適

:一一一i館m一一化
場
内

）

苑
御
送
附
あ
り
度
し

。

t-'-':'''''l昭
和
十
三
．一一・十
;-
廿
五
日
印

a

lla
和
十
三
年
十
:

M
三
十

日
發
行

札
幌
那
=
':
l

一一，町大
字

一一?・一，村
中
之
-f

北
海
一通
:

能
一一一一最一化
場
内

表

行

所

北
海
一
通

一一一n
節
保

藤
協

會

0一一一
話

五

三

三

五

番

銀
将
ロ
座
小
-l0
二

一四
八
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